
広報しもにた11月号（第835号）  発行/下仁田町役場　〒370-2601 大字下仁田682
☎0274-82-2111 編集/総務課　印刷/荒瀬印刷（株）  毎月１回１日発行 町ホームページ https://www.town.shimonita.lg.jp/

有
料
広
告

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（道　代）
（秀　之）
（　修　）
（てる子）
（克　美）
（正　夫）
（栄　司）
（　護　）
（眞　一）

大桑原
下青倉
下小坂
南野牧
仲　町
栗　山
上青倉
西野牧
下　町　

浅川　吉男
高橋　寛之
里見　クニ
廣澤　幸男
加藤　綾子
田村　光江
茂木しづ江
髙橋　 本
赤岩　しげ

月
11

の
納
税

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら

土
日
祝
祭
日
も
役
場
で
納
税
が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
、ｅ
Ｌ
-Ｑ
Ｒ

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す
。納

付
方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０
日（
月
）・
20
日（
木
）・
27
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
水
）・
18
日（
木
）・
25
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
４
期・

国
民
健
康
保
険
税
５
期・

介
護
保
険
料
５
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
５
期

納
期
限
は
12
月
１
日（
月
）で
す

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

9月届出分〈敬称略・順不同〉

大
阪
・
関
西
万
博
展
示
ア
ー
ト
作
品

『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』

〜
未
来
の
所
有
者
と
し
て
下
仁
田
町
が
選
定
〜

大
阪
・
関
西
万
博
展
示
ア
ー
ト
作
品

『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』

〜
未
来
の
所
有
者
と
し
て
下
仁
田
町
が
選
定
〜

人口
　男
　女
世帯

（　12）
（　 3）
（　 9）
（　 1）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,941人
2,938人
3,003人
3,050世帯

転入   15人/  出生 0人
転出   15人/  死亡 12人

（10月1日現在）

（9月中）

月
人と町を結ぶ情報紙

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

- 広報しもにた -
shimonita

No 835

11
Oct.
2025

㈲カネミ・さいとう㈲カネミ・さいとう ■営/8：00～18：00　休/日曜日■営/8：00～18：00　休/日曜日

～毎日 新鮮野菜 四季の果物～
お電話での注文承ります。
～毎日 新鮮野菜 四季の果物～
お電話での注文承ります。
下仁田ネギの販売を
11/22㊏以降を予定しています！
・贈答用は一箱2，000円～
・自宅用は2kgで800円～
・贈答用は蒟蒻なども梱包して
　送る事ができます（要相談）

下仁田町商業協同組合

TEL 0274-82-3258　FAX 0274-82-6366



巨
大
な
ネ
ギ
ア
ー
ト『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』が

下
仁
田
町
に
や
っ
て
く
る

巨
大
な
ネ
ギ
ア
ー
ト『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』が

下
仁
田
町
に
や
っ
て
く
る

『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』に
つ
い
て

『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』に
つ
い
て

11
月
２３
日（
日
）

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
の
会
場
で

お
披
露
目
予
定
。

11
月
２３
日（
日
）

下
仁
田
ね
ぎ
祭
り
の
会
場
で

お
披
露
目
予
定
。

製
作
者 

M
A
S
A
R
U

　
　
　O
Z
A
K
I
氏
に
つ
い
て

製
作
者 

M
A
S
A
R
U

　
　
　O
Z
A
K
I
氏
に
つ
い
て

●駐車場のご案内　●下仁田厚生病院職員駐車場　●下仁田町役場南庁舎駐車場　●下仁田中学校校庭
　　　　　　　　　●下仁田小学校校庭　　　　　●下仁田町役場駐車場
●駐車場のご案内　●下仁田厚生病院職員駐車場　●下仁田町役場南庁舎駐車場　●下仁田中学校校庭
　　　　　　　　　●下仁田小学校校庭　　　　　●下仁田町役場駐車場

●下仁田ねぎ祭り実行委員会
☎64-8806（下仁田町農林課内）

●会場内出店者

下仁田町
公式サイト
下仁田町
公式サイト

写真左から
泉副社長・町長・OZAKI氏・アキナ

　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
大
阪・関
西
万
博
の
よ
し

も
とｗａｒａ
ｉ
ｉｍｙ
ｒａ
ｉ
ｉ
館（
吉
本
興
業

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
））に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
ア
ー
ト
作
品『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』の
未

来
の
所
有
者
公
募
に
応
募
し
、審
査
の
結
果
、下

仁
田
町
に
所
有
権
が
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。１０
月

６
日（
月
）大
阪・関
西
万
博
に
て
行
わ
れ
た
譲
渡

式
に
は
岩
崎
正
春
町
長
が
出
席
し
、吉
本
興
業

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）泉
正
隆
代
表
取
締
役

副
社
長
か
ら
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。譲
渡

式
に
は
、製
作
者
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ 

Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
氏
も
出
席
さ
れ
、そ
の
ほ

か
進
行
は
お
笑
い
芸
人
の
ア
キ
ナ
が
務
め
ま
し

た
。

　
こ
の
作
品
は
、Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
大
阪・関

西
万
博
で
多
く
の
人
に〝
驚
き
〞と〝
問
い
〞を
与

え
て
き
た「
巨
大
な
ネ
ギ
」の
ア
ー
ト
作
品
で
す
。

単
な
る「
大
き
な
オ
ブ
ジ
ェ
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

見
る
人
に「
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
？
」「
な
ぜ
こ
こ
に

ネ
ギ
が
？
」と
い
う
問
い
を
自
然
に
生
み
出
す
、

知
覚
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
装
置
で
す
。ネ
ギ
と

い
う
日
常
的
な
も
の
を
、ス
ケ
ー
ル
だ
け
を
極
端

に
拡
大
す
る
こ
と
で
、私
た
ち
が「
普
段
ど
れ
だ

け
無
意
識
に
モ
ノ
を
見
て
い
る
か
」に
気
づ
か
せ

て
く
れ
ま
す
。日
本
の
文
化
に
お
い
て
ネ
ギ
は

「
家
庭
」「
健
康
」「
笑
い
」「
生
活
の
知
恵
」な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
象
徴
す
る
存
在
で
も
あ

り
ま
す
。こ
の
作
品
が
そ
こ
に
立
っ
て
い
る
だ
け

で
、人
は
立
ち
止
ま
り
、考
え
、誰
か
と
語
り
た

く
な
る
。万
博
会
場
で
は
、国
内
外
か
ら
の
来
場

者
が
写
真
や
動
画
を
撮
影
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ

れ
ま
し
た
。展
示
す
る
だ
け
で
集
客
や
話
題
づ
く

り
に
直
結
し
ま
す
。そ
れ
こ
そ
が
、「
問
い
か
け
ら

れ
る
ネ
ギ
」の
本
質
で
す
。

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
こ
れ
は
本
当
に
リ
ア
ル
な
の
か
？
」と
い
う
問
い

を
起
点
に
、私
た
ち
の
知
覚
や
判
断
の
土
台
を
静

か
に
揺
さ
ぶ
る
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。国
内
外
で

数
多
く
の
展
示
や
ブ
ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
し
て
き
た
。哲
学
的
問
い
を
ベ
ー

ス
に
し
た
作
品
は
、鑑
賞
者
の
知
覚
を
揺
さ
ぶ

り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の「
拡
散
す
る
ア
ー
ト
」と
し
て

も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

そ
の
後
は
、下
仁
田
駅
隣
接
の

街
な
か
活
性
化
拠
点
施
設
で

常
設
展
示

3 2下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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55億8,985万円

　令和６年度の決算をもとに『財政の健全度を示す全国共通の指標である「財政健全化判断比率」』を公表します。
　令和６年度の算定結果では、すべての指標において基準値を下回っており、町の財政は健全な状態にあります。

人口
世帯

※令和7年3月31日現在※令和7年3月31日現在

【内訳】
　個人町民税 　2億6,168万円
　固定資産税 　4億2,944万円
　軽自動車税　　  3,132万円
　たばこ税　　　 4,748万円
　入湯税  　 25万円

6,052人
3,090世帯

一
般
会
計
決
算
の
概
要

■地方債の状況（町が借入れた借金）
◎会計別現在高
　 　

一 般 会 計
公営企業（上水道・旧簡水）
公 営 企 業 （ 浄 化 槽 ）
　 合 　 計 　

44億9,379万円
5億7,037万円
1億4,197万円
52億0,613万円

令和6年度末残高
　

43億4,675万円
4億9,395万円
1億4,193万円
49億8,263万円

 償還額（元金）
5億6,784万円
9,722万円
914万円

6億7,420万円

 借入額
4億2,080万円
2,080万円
910万円

4億5,070万円

令和6年度中

■基金の状況（町の貯金の額）

■令和６年度の主な事業

■下仁田町の財政状況

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険

歳 入 決 算 額
8億6,639万円
1億7,793万円
13億6,528万円

歳 出 決 算 額
8億3,335万円
1億7,563万円
13億2,065万

差 引 額
3,303万円
230万円
4,463万円

2億0,728万円
1,859万円
2,439万円

25億1,079万円
8,635万円

10億4,817万円

23億0,351万円
6,776万円

10億2,378万円

財政調整のための積立金
借金返済のための積立金
特定の使途のある積立金

説　明区　　　分 令和5年度末残高 令和6年度中増減 令和6年度末残高

令和5年度末残高区　　　　分

財政調整基金
減 債 基 金
そ の 他

○福祉医療費助成
　助成対象に県基準を超えた
　ひとり親家庭を拡充 3,875万円
○住民票コンビニ交付
　コンビニで住民票の写等の発行
　サービスを導入 208万円
○中学校校舎冷暖房工事
　食堂系統のガスヒートポンプ
　エアコン設置工事 3,080万円

実質赤字比率
一般会計に占める赤字の割合

令和６年度決算に係る
財政健全化判断比率

連結実質赤字比率
全会計に占める赤字の割合

実質公債費比率
実質的な借金返済額の割合

将来負担比率
実質的な負担額の割合

資金不足比率
公営企業の資金不足額の割合

20%20%

30%30%

35%35%

350%

20%

早期健全化基準 財政再生基準

赤字額なし

赤字額なし

将来負担なし

資金不足なし

7.8%→7.6％ 改善

完成イメージ完成イメージ
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○総務費

町民１人あたりに
使われた額の内訳（抜粋）

町営バス運営、
住民票申請、
低所得世帯
支援給付金などに
約21万円 
○民生費
高齢者や子ども、
障がい者などの
福祉に
約20万円 
○衛生費
地域保健、厚生病院・水道の
運営、ごみ処理などに
約14万円 
○土木費
道路や橋りょう、公園の
維持整備などに
約6万円 
○教育費
学校教育や生涯教育などに

約9万円 

歳出 57億3,315万円約13万円
町民１人あたりの町税負担額 歳入

0

10億

20億

30億

40億

50億

60億

地方交付税

27億2,552万円
（47.5%）

町税 7億7,016万円
（13.4%）

その他 5億5,243万円
（9.6%）

町債
各種交付金
寄付金

4億2,080万円
（7.3%）

2億5,019万円
（4.4%）

1億2,155万円
（2.1%）

国庫支出金 8億9,250万円
（15.6%）

歳
入

57
億
３
，３
１
５
万
円

0

10億

20億

30億

40億

50億

60億

歳
出

55
億
8
，9
8
5
万
円

総務費

民生費

衛生費

公債費

教育費

消防費
土木費
農林水産業費
その他

12億8,118万円
（22.9%）

12億477万円
（21.6%）

8億2,749万円
（14.8%）

5億8,127万円
（10.4%）

5億2,260万円
（9.3%）

3億9,415万円
（7.1%）

3億6,030万円
（6.4%）

2億3,734万円
（4.2%）

1億8,075万円
（3.2%）

15%

20%

25%

財政健全 財政悪化

○旧小坂小学校解体工事
　小坂防災研修施設・消防詰
　所建設のための解体工事

1億0,670万円

○旧小坂小学校解体工事
　小坂防災研修施設・消防詰
　所建設のための解体工事

1億0,670万円

○中学生海外派遣事業
　希望する中学２年生の海外
　派遣費用を助成

1,398万円

○中学生海外派遣事業
　希望する中学２年生の海外
　派遣費用を助成

1,398万円

令和6年度末
財政調整基金残高

令和6年度末
起債残高

43億4,675万円

（町民1人当たり）

約72万円

約92万円
町民１人あたりに使われた額

（町民1人当たり）

約41万円

■
一
般
会
計
決
算
の
状
況

25億1,079万円

4広
報しもにた5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



55億8,985万円

　令和６年度の決算をもとに『財政の健全度を示す全国共通の指標である「財政健全化判断比率」』を公表します。
　令和６年度の算定結果では、すべての指標において基準値を下回っており、町の財政は健全な状態にあります。

人口
世帯

※令和7年3月31日現在※令和7年3月31日現在

【内訳】
　個人町民税 　2億6,168万円
　固定資産税 　4億2,944万円
　軽自動車税　　  3,132万円
　たばこ税　　　 4,748万円
　入湯税  　 25万円

6,052人
3,090世帯

一
般
会
計
決
算
の
概
要

■地方債の状況（町が借入れた借金）
◎会計別現在高
　 　

一 般 会 計
公営企業（上水道・旧簡水）
公 営 企 業 （ 浄 化 槽 ）
　 合 　 計 　

44億9,379万円
5億7,037万円
1億4,197万円
52億0,613万円

令和6年度末残高
　

43億4,675万円
4億9,395万円
1億4,193万円
49億8,263万円

 償還額（元金）
5億6,784万円
9,722万円
914万円

6億7,420万円

 借入額
4億2,080万円
2,080万円
910万円

4億5,070万円

令和6年度中

■基金の状況（町の貯金の額）

■令和６年度の主な事業

■下仁田町の財政状況

■特別会計決算の内訳
　 区 　 　 分 　
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険

歳 入 決 算 額
8億6,639万円
1億7,793万円
13億6,528万円

歳 出 決 算 額
8億3,335万円
1億7,563万円
13億2,065万

差 引 額
3,303万円
230万円
4,463万円

2億0,728万円
1,859万円
2,439万円

25億1,079万円
8,635万円

10億4,817万円

23億0,351万円
6,776万円

10億2,378万円

財政調整のための積立金
借金返済のための積立金
特定の使途のある積立金

説　明区　　　分 令和5年度末残高 令和6年度中増減 令和6年度末残高

令和5年度末残高区　　　　分

財政調整基金
減 債 基 金
そ の 他

○福祉医療費助成
　助成対象に県基準を超えた
　ひとり親家庭を拡充 3,875万円
○住民票コンビニ交付
　コンビニで住民票の写等の発行
　サービスを導入 208万円
○中学校校舎冷暖房工事
　食堂系統のガスヒートポンプ
　エアコン設置工事 3,080万円

実質赤字比率
一般会計に占める赤字の割合

令和６年度決算に係る
財政健全化判断比率

連結実質赤字比率
全会計に占める赤字の割合

実質公債費比率
実質的な借金返済額の割合

将来負担比率
実質的な負担額の割合

資金不足比率
公営企業の資金不足額の割合

20%20%

30%30%

35%35%

350%

20%

早期健全化基準 財政再生基準

赤字額なし

赤字額なし

将来負担なし

資金不足なし

7.8%→7.6％ 改善

完成イメージ完成イメージ
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○総務費

町民１人あたりに
使われた額の内訳（抜粋）

町営バス運営、
住民票申請、
低所得世帯
支援給付金などに
約21万円 
○民生費
高齢者や子ども、
障がい者などの
福祉に
約20万円 
○衛生費
地域保健、厚生病院・水道の
運営、ごみ処理などに
約14万円 
○土木費
道路や橋りょう、公園の
維持整備などに
約6万円 
○教育費
学校教育や生涯教育などに

約9万円 

歳出 57億3,315万円約13万円
町民１人あたりの町税負担額 歳入

0

10億

20億

30億

40億

50億

60億

地方交付税

27億2,552万円
（47.5%）

町税 7億7,016万円
（13.4%）

その他 5億5,243万円
（9.6%）

町債
各種交付金
寄付金

4億2,080万円
（7.3%）

2億5,019万円
（4.4%）

1億2,155万円
（2.1%）

国庫支出金 8億9,250万円
（15.6%）

歳
入

57
億
３
，３
１
５
万
円

0

10億

20億

30億

40億

50億

60億

歳
出

55
億
8
，9
8
5
万
円

総務費

民生費

衛生費

公債費

教育費

消防費
土木費
農林水産業費
その他

12億8,118万円
（22.9%）

12億477万円
（21.6%）

8億2,749万円
（14.8%）

5億8,127万円
（10.4%）

5億2,260万円
（9.3%）

3億9,415万円
（7.1%）

3億6,030万円
（6.4%）

2億3,734万円
（4.2%）

1億8,075万円
（3.2%）

15%

20%

25%

財政健全 財政悪化

○旧小坂小学校解体工事
　小坂防災研修施設・消防詰
　所建設のための解体工事

1億0,670万円

○旧小坂小学校解体工事
　小坂防災研修施設・消防詰
　所建設のための解体工事

1億0,670万円

○中学生海外派遣事業
　希望する中学２年生の海外
　派遣費用を助成

1,398万円

○中学生海外派遣事業
　希望する中学２年生の海外
　派遣費用を助成

1,398万円

令和6年度末
財政調整基金残高

令和6年度末
起債残高

43億4,675万円

（町民1人当たり）

約72万円

約92万円
町民１人あたりに使われた額

（町民1人当たり）

約41万円

■
一
般
会
計
決
算
の
状
況

25億1,079万円

4広
報しもにた5 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）



　歳入は、総額25億2,701万8千円となり、構成比では、分担金及び負担金が16億2,200万6千円で全体の
64.2％、次いで組合債が8億5,600万円で33.8％を占めています。
　歳出は、総額24億8,524万4千円となり、構成比では、消防費が21億553万5千円で全体の84.7％を占め
ています。
　歳入歳出差引額は4,177万4千円となり、翌年度への繰越金としました。 

歳 　 出 決 算 額

議会費 

総務費 

衛生費 

消防費 

教育費 

公債費

予備費 

　　　　　　      計

構 成 比歳 　 入 決 算 額 構 成 比

一般会計

789千円

62,083千円

114,503千円

2,105,535千円

93,232千円

109,102千円

0千円

2,485,244千円

0.0％

2.5％

4.6％

84.7％

3.8％

4.4％

0.0％

100.0％

1,622,006千円 

20,641千円 

323千円 

1,310千円 

2,179千円 

17,156千円 

6,013千円 

856,000千円 

1,390千円 

2,527,018千円

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

県支出金 

財産収入 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

組合債 

国庫支出金 

　　　　　　      計

64.2％

0.8％

0.0％

0.1％

0.1％

0.7％

0.2％

33.8％

0.1％

100.0％

衛生管理センター事業特別会計
　歳入は、総額1億8,124万1千円となり、構成比では、分担金及び負担金が1億4,816万9千円で全体の81.8％を
占めています。
　歳出は、総額1億5,984万5千円となりました。
　歳入歳出差引額は2,139万6千円となり、翌年度への繰越と財政調整基金への積立を行いました。

歳 　 出 決 算 額

148,535千円

11,310千円

0千円

159,845千円

衛生費

公債費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

92.9％

7.1％

0.0％

100.0％

歳 　 入 決 算 額

148,169千円

9,578千円

46千円

15,103千円

2,066千円

6,279千円

181,241千円

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

財産収入 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

　　　　　　      計

構 成 比

81.8％

5.3％

0.0％

8.3％

1.1％

3.5％

100.0％

※参考　特別会計市町村別負担金額
　富岡市…132,100千円
　甘楽町…16,069 千円

※参考　一般会計市町村別負担金額 
　富岡市…988,560千円　下仁田町…254,155千円　南牧村…85,821千円　甘楽町…293,470千円

令和6年度富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
歳入歳出決算概要

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 22億6,257万円 固定負債 4億1,917万円

3,496万円

流動資産 1億5,401万円 流動負債 1億1,405万円
繰延収益 7億9,694万円
負債合計 13億3,016万円

4,315万円
819万円

資本金 9億806万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
当年度純利益 819万円

剰余金 1億7,836万円
資本合計 10億8,642万円

資産合計 24億1,658万円 負債･資本合計 24億1,658万円

令和６年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

1億7,141万円
2億637万円

5,012万円
697万円

当年度純利益　819万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
　　不足額*

2億3,860万円
2億2,690万円
9,878万円

1億7,392万円
7,514万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
 額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
当年度分損益勘定留保資金　
減債積立金取崩

335万円
4,886万円
2,293万円

下仁田町水道事業貸借対照表
（令和7年3月31日）

下仁田町水道事業損益計算書
（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

（消費税を含みません）

浄化槽事業
下仁田町浄化槽事業会計決算

（消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 3億6,782万円 固定負債 1億2,991万円

2,367万円

流動資産 2,289万円 流動負債 3,059万円
繰延収益 2億3,567万円
負債合計 3億9,617万円

1,981万円
386万円

資本金 555万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常損失

特別利益
当年度純損失

235万円
151万円

剰余金 △1,101万円
資本合計 △546万円

資産合計 3億9,071万円 負債･資本合計 3億9,071万円

資産の部 負債の部

資本の部

2,234万円
4,601万円

2,137万円
156万円

当年度純損失　151万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

4,848万円
4,968万円
2,905万円
2,733万円

下仁田町浄化槽事業貸借対照表
（令和7年3月31日）

下仁田町浄化槽事業損益計算書
（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

（消費税を含みません）

　公営事業は、下仁田町全体の一般世帯数の減少等に伴い年々収益が減少する厳しい状況です。
　常に安心・安全・安定を届けるために効率的な運営を心がけ、ライフラインの維持管理や老朽化が進む施設
の更新に努めています。       
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　歳入は、総額25億2,701万8千円となり、構成比では、分担金及び負担金が16億2,200万6千円で全体の
64.2％、次いで組合債が8億5,600万円で33.8％を占めています。
　歳出は、総額24億8,524万4千円となり、構成比では、消防費が21億553万5千円で全体の84.7％を占め
ています。
　歳入歳出差引額は4,177万4千円となり、翌年度への繰越金としました。 

歳 　 出 決 算 額

議会費 

総務費 

衛生費 

消防費 

教育費 

公債費

予備費 

　　　　　　      計

構 成 比歳 　 入 決 算 額 構 成 比

一般会計

789千円

62,083千円

114,503千円

2,105,535千円

93,232千円

109,102千円

0千円

2,485,244千円

0.0％

2.5％

4.6％

84.7％

3.8％

4.4％

0.0％

100.0％

1,622,006千円 

20,641千円 

323千円 

1,310千円 

2,179千円 

17,156千円 

6,013千円 

856,000千円 

1,390千円 

2,527,018千円

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

県支出金 

財産収入 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

組合債 

国庫支出金 

　　　　　　      計

64.2％

0.8％

0.0％

0.1％

0.1％

0.7％

0.2％

33.8％

0.1％

100.0％

衛生管理センター事業特別会計
　歳入は、総額1億8,124万1千円となり、構成比では、分担金及び負担金が1億4,816万9千円で全体の81.8％を
占めています。
　歳出は、総額1億5,984万5千円となりました。
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歳 　 出 決 算 額

148,535千円

11,310千円

0千円

159,845千円

衛生費

公債費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

92.9％

7.1％

0.0％

100.0％

歳 　 入 決 算 額

148,169千円

9,578千円

46千円

15,103千円

2,066千円

6,279千円

181,241千円

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

財産収入 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

　　　　　　      計

構 成 比

81.8％

5.3％

0.0％

8.3％

1.1％

3.5％

100.0％

※参考　特別会計市町村別負担金額
　富岡市…132,100千円
　甘楽町…16,069 千円

※参考　一般会計市町村別負担金額 
　富岡市…988,560千円　下仁田町…254,155千円　南牧村…85,821千円　甘楽町…293,470千円

令和6年度富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
歳入歳出決算概要

水道事業
下仁田町水道事業会計決算 （消費税を含みます）

（消費税を含みません）

固定資産 22億6,257万円 固定負債 4億1,917万円

3,496万円

流動資産 1億5,401万円 流動負債 1億1,405万円
繰延収益 7億9,694万円
負債合計 13億3,016万円

4,315万円
819万円

資本金 9億806万円

営業収益
営業費用
営業損失

営業外収益
営業外費用
経常利益
当年度純利益 819万円

剰余金 1億7,836万円
資本合計 10億8,642万円

資産合計 24億1,658万円 負債･資本合計 24億1,658万円

令和６年度　下仁田町公営企業決算状況

資産の部 負債の部

資本の部

1億7,141万円
2億637万円

5,012万円
697万円

当年度純利益　819万円  

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
　　不足額*

2億3,860万円
2億2,690万円
9,878万円

1億7,392万円
7,514万円

*資本的収入が資本的支出に対して不足する
 額は次のとおり補てんしました。
当年度分消費税資本的収支調整額
当年度分損益勘定留保資金　
減債積立金取崩
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2,293万円
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（令和7年3月31日）
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富岡税務署からのお知らせ

　国税庁ホームページ内に「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページを設け、税に関する学
習コンテンツや国税庁の重点的な取組についてご紹介します。
（１）税について考えよう
　「税を考える週間」の歴史、身近な税の使い方などを解説した資料や税の学習コーナーなどを紹介
（２）国税の職場を紹介
　国税に関する制度や手続のほか、調査や徴収などの国税庁の業務を動画で紹介
（３）国税の取組紹介
　デジタルを活用した申告や納税手続など、国民の皆様の利便性が高まる様々なツールを紹介
　・年末調整や所得税確定申告は、マイナポータル連携で自動入力！
　・使ってみると便利です！キャッシュレス納付！
　・申告・納税と一緒に日々の業務もデジタル化しませんか？
　詳しくは、国税庁ホームページ「税を考える週間（国税庁の取組紹介）」をご覧ください。

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただくため、１年
を通じて租税に関する啓発活動を行うとともに、毎年11月11日から17日を「税を考える週間」として、集中
的に様々な広報広聴施策を実施しています。

　国税庁では、国民の皆様に税に関する情報を広くお知らせすることを
目的として、X（旧 Twitter）、Instagram（国税庁リクルート専用）、 
YouTube（国税庁動画チャンネル）、及び LINE（国税庁 LINE 公式アカ
ウント）を開設し、施策やイベント情報などを随時発信しています。ぜひこ
の機会に登録をお願いします。
　特に「税を考える週間」では、YouTube の「国税庁動画チャンネル」に
「税を考える週間」の PR 動画を掲載するとともに、各種情報を X（旧
Twitter）で発信しますので、ぜひご覧ください。

1 国税庁ホームページによる情報発信

2 ＳＮＳによる情報発信

●問い合わせ先　
富岡税務署　☎63-2235
※自動音声案内で２番を選択

「税を考える週間」　令和７年11月11日（火）～11月17日（月）

マイナンバーカード及び電子証明書の有効
期限にご注意ください。有効期限や更新手
続等の詳細は、こちらをご確認ください。

《「税を考える週間」
特設ページ》

《デジタル庁
公式note》

　スマホの操作に不安のある方を対象に、スマホ教室を開催しています。
この機会にあなたのお悩みを解決してみませんか？
　皆様の参加をお待ちしております。

スマホ教室 11月開催の受講者募集について

１１月１４日（金）
西牧防災広場
①　９：３０～１０：３０　　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　　「始めよう！防災の備え」

開　　催　　日
開　催　場　所

開催時間・内容
（１日４回開催）
※各回定員３名まで

【11月の開催内容】（○初心者…基本操作、マップやLINEの使い方など ○中級者…QRコードの読取、音声操作など）

教室への参加は、原則予約制となっております。ご予約は以下へ連絡してください。

お住まいの地域に関係なく、ご参加いただけます。
※ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます）

スマホ教室予約専用窓口０８００－１１１－９４４２（通話料無料）
年中無休（土日祝日も受付いたします）　『受付時間：午前9時～午後5時』

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）
URL　https://www.npa.go.jp/hanzaihigai/portal/index.html
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富岡税務署からのお知らせ

　国税庁ホームページ内に「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページを設け、税に関する学
習コンテンツや国税庁の重点的な取組についてご紹介します。
（１）税について考えよう
　「税を考える週間」の歴史、身近な税の使い方などを解説した資料や税の学習コーナーなどを紹介
（２）国税の職場を紹介
　国税に関する制度や手続のほか、調査や徴収などの国税庁の業務を動画で紹介
（３）国税の取組紹介
　デジタルを活用した申告や納税手続など、国民の皆様の利便性が高まる様々なツールを紹介
　・年末調整や所得税確定申告は、マイナポータル連携で自動入力！
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　・申告・納税と一緒に日々の業務もデジタル化しませんか？
　詳しくは、国税庁ホームページ「税を考える週間（国税庁の取組紹介）」をご覧ください。
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を通じて租税に関する啓発活動を行うとともに、毎年11月11日から17日を「税を考える週間」として、集中
的に様々な広報広聴施策を実施しています。

　国税庁では、国民の皆様に税に関する情報を広くお知らせすることを
目的として、X（旧 Twitter）、Instagram（国税庁リクルート専用）、 
YouTube（国税庁動画チャンネル）、及び LINE（国税庁 LINE 公式アカ
ウント）を開設し、施策やイベント情報などを随時発信しています。ぜひこ
の機会に登録をお願いします。
　特に「税を考える週間」では、YouTube の「国税庁動画チャンネル」に
「税を考える週間」の PR 動画を掲載するとともに、各種情報を X（旧
Twitter）で発信しますので、ぜひご覧ください。

1 国税庁ホームページによる情報発信

2 ＳＮＳによる情報発信

●問い合わせ先　
富岡税務署　☎63-2235
※自動音声案内で２番を選択

「税を考える週間」　令和７年11月11日（火）～11月17日（月）

マイナンバーカード及び電子証明書の有効
期限にご注意ください。有効期限や更新手
続等の詳細は、こちらをご確認ください。

《「税を考える週間」
特設ページ》

《デジタル庁
公式note》

　スマホの操作に不安のある方を対象に、スマホ教室を開催しています。
この機会にあなたのお悩みを解決してみませんか？
　皆様の参加をお待ちしております。

スマホ教室 11月開催の受講者募集について

１１月１４日（金）
西牧防災広場
①　９：３０～１０：３０　　「スマホ初心者向け講座」
②１１：００～１２：００　　「スマホ中級者向け講座」
③１３：３０～１４：３０　　「スマホ初心者向け講座」
④１５：００～１６：００　　「始めよう！防災の備え」

開　　催　　日
開　催　場　所

開催時間・内容
（１日４回開催）
※各回定員３名まで

【11月の開催内容】（○初心者…基本操作、マップやLINEの使い方など ○中級者…QRコードの読取、音声操作など）

教室への参加は、原則予約制となっております。ご予約は以下へ連絡してください。

お住まいの地域に関係なく、ご参加いただけます。
※ご予約のない方でも、相談を受け付けます。（予約者を優先させていただきます）

スマホ教室予約専用窓口０８００－１１１－９４４２（通話料無料）
年中無休（土日祝日も受付いたします）　『受付時間：午前9時～午後5時』

●ご予約・キャンセル以外の問い合わせ先　企画課地域創生係　☎82-2111（内線513）
URL　https://www.npa.go.jp/hanzaihigai/portal/index.html
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現
在
、下
仁
田
駅
周
辺
で
は
、街

な
か
活
性
化
拠
点
施
設
の
整
備
工

事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
近
隣
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ま
や
公
共
交
通
を
ご

利
用
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
・
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
工
事
に
伴
い
バ
ス

の
一
時
待
機
場
が
通
常
よ
り
遠
く

し
も
に
た
バ
ス
か
ら
の
お
願
い

な
る
た
め
、
下
仁
田
駅
発
の
便
に

多
少
遅
れ
が
生
じ
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　
安
全
運
行
の
た
め
の
措
置
と
な

り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
し
も
に
た
バ
ス
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
収
集
当
日
の
午
前
８
時
30
分
ま

で
に
地
域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。動
物
に

袋
を
荒
ら
さ
せ
な
い
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。時
間
を
過
ぎ
る
と
収
集
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
き
ち
ん
と
分
別

し
、
袋
に
は
名
前
を
記
入
し
袋
の
口

は
縛
って
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源

物
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
（
緑
）

生
ご
み
（
水
気
を
よ
く
切
る
）・
布

類
・
木
屑
類

●
燃
え
な
い
ゴ
ミ
（
赤
）

金
属
・
陶
器
・
ガ
ラ
ス
類
・
小
型

家
電
類

●
資
源
ゴ
ミ
（
青
）

カ
ン
・ビ
ン
・ペッ
ト
ボ
ト
ル
・紙
パッ
ク

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル…

キ
ャ
ッ
プ
を
取

り
、
中
身
を
軽
く
水
洗
い
し
ラ
ベ
ル

を
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ビ
ン…

キ
ャッ
プ
を
取
り
、
中
身

を
軽
く
水
洗
い
し
ラ
ベ
ル
は
、は
が
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。（
毒
物
か
区
別
す

る
た
め
）

●
資
源
ゴ
ミ
（
ラ
ベ
ル
）

段
ボ
ー
ル
・
チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・

雑
誌
は
分
別
し
て
紐
で
し
ば
り
重

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
てさ

を
10
㎏
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
粗
大
ゴ
ミ
（
シ
ー
ル
）
専
用
袋

に
入
ら
な
い
も
の

・
布
団
・
毛
布
類

●
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
（
持
ち
込
み
）

決
め
ら
れ
た
曜
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
祝
祭
日
は
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
家
電
製
品
・
大
型
家
具
類
は
で

き
る
限
り
、
買
い
替
え
時
に
販
売
店

等
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
乾
電
池
・
蛍
光
管
（
年
２
回
９

月
と
３
月
）

●
小
型
充
電
式
電
池
（
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
・
モ
バ
イ
ル
バッ
テ
リ
ー
）

等
は
家
電
量
販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
等
の
店
舗
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※

最
近
で
は
、
パ
ッ
カ
ー
車
の
火
災

が
増
え
て
い
ま
す
。き
ち
ん
と
し
た

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64
―
８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82
―
３
１
７
９

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

支出日

9月14日

9月22日

9月25日

9月18日

支出区分

会費

会費

会費

その他

支出金額

2,000

10,000

1,000

37,865

50,865

支出内容支

群馬県知事来町時懇談会(昼食)

富岡甘楽市町村長情報交換会

下仁田こんにゃく夏祭り反省会

手土産代等4件

(11月分) (単位:円)

9月分 計

●
町
長
交
際
費
と
は

　
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
ま

た
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経

費
で
す
。「
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
」
の
公
開
基
準
に
基
づ

き
公
開
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
秘
書
係

☎
82
―
2
1
1
１

　
12
月
20
日（（
土
）開
催
の
第
39

回
下
仁
田
町
か
る
た
大
会
に
お
い

て
、審
判
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
み

い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
11
月
21
日

（
金
）ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

❶
下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
の
申
込
み

❷
電
話
に
よ
る
申
込
み

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
2
1
1
5

下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
る「
審
判
員
」を
募
集
し
ま
す

●
日
時

令
和
８
年
１
月
１８
日（
日
）

●
開
会
式
会
場

下
仁
田
中
学
校
校
庭

●
コ
ー
ス

町
内
集
会
コ
ー
ス

●
申
し
込
み
期
限

１２
月
５
日（
金
）ま
で

●
代
表
者
会
議

１２
月
中
旬
に
開
催
予
定
　

※
当
日
の
天
候
等
に
よ
り
大
会
を

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

町
体
育
協
会
事
務
局（
教
育
委
員

会
内
）

☎
82
―
２
１
１
５（
内
線
７
１
４
）

〇
申
込
は
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
又

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

書
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

町
一
周
駅
伝
大
会
の
予
定

　
佐
藤
　
秀
俊
さ
ん（
下
仁
田
）が

下
仁
田
町
等
公
平
委
員
に
新
し
く

選
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
令
和
7

年
10
月
1
日
か
ら
４
年
間
で
す
。　

茂
木
吉
成
さ
ん（
下
仁
田
）が
議
会
の
同
意

を
得
て
監
査
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
９
月
17
日
か
ら
４
年
間
引
き
続

き
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
公
平
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
任
期
満
了
に
伴
い
、下
仁
田
町
教

育
委
員
会
委
員
の
佐
藤
千
代
子
氏

（
西
牧
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期

は
令
和
７
年
１０
月
１
日
か
ら
令
和

１１
年
９
月
３０
日
ま
で
（
４
年
間
）
で

す
。引
き
続
き
、
本
町
の
教
育
行
政

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。 教

育
委
員
を
紹
介
し
ま
す

監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
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下
仁
田
町
子
ど
も
か
る
た
大
会
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
る「
審
判
員
」を
募
集
し
ま
す

●
日
時

令
和
８
年
１
月
１８
日（
日
）

●
開
会
式
会
場

下
仁
田
中
学
校
校
庭

●
コ
ー
ス

町
内
集
会
コ
ー
ス

●
申
し
込
み
期
限

１２
月
５
日（
金
）ま
で

●
代
表
者
会
議

１２
月
中
旬
に
開
催
予
定
　

※
当
日
の
天
候
等
に
よ
り
大
会
を

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

町
体
育
協
会
事
務
局（
教
育
委
員

会
内
）

☎
82
―
２
１
１
５（
内
線
７
１
４
）

〇
申
込
は
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
又

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

書
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

町
一
周
駅
伝
大
会
の
予
定

　
佐
藤
　
秀
俊
さ
ん（
下
仁
田
）が

下
仁
田
町
等
公
平
委
員
に
新
し
く

選
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
令
和
7

年
10
月
1
日
か
ら
４
年
間
で
す
。　

茂
木
吉
成
さ
ん（
下
仁
田
）が
議
会
の
同
意

を
得
て
監
査
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
９
月
17
日
か
ら
４
年
間
引
き
続

き
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
公
平
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
任
期
満
了
に
伴
い
、下
仁
田
町
教

育
委
員
会
委
員
の
佐
藤
千
代
子
氏

（
西
牧
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期

は
令
和
７
年
１０
月
１
日
か
ら
令
和

１１
年
９
月
３０
日
ま
で
（
４
年
間
）
で

す
。引
き
続
き
、
本
町
の
教
育
行
政

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。 教

育
委
員
を
紹
介
し
ま
す

監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～11月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～11月イベントのご案内～

上記イベントは全て旧西牧小学校(下仁田町大字西野牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは変更になる場合があります。
お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後4時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後4時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

◆11月8日(土)　午前11時から12時まで◆11月8日(土)　午前11時から12時まで
相川厚 教授『生き生き健康講座』
医療相談、疑問にもとても懇切丁寧にお答えしていただけます。

◆11月22日(土)　午前10時から午後3時まで　◆11月22日(土)　午前10時から午後3時まで　
講師　緑翠会虹羽（五術専科）
虹羽のパーミストリー体験　手のひらから届く、私へのメッセージ

◆11月15日(土)　午後1時から2時まで　◆11月15日(土)　午後1時から2時まで　
里見哲夫（植物学者）『遊びと学びの自然教室』

◆11月22日(土)　午後1時から2時まで◆11月22日(土)　午後1時から2時まで
髙橋美清尼僧の『青空説法』

◆11月22日(土)　午後2時から3時まで（予定）◆11月22日(土)　午後2時から3時まで（予定）
堀越教之　常光寺住職のお話　「旅について」

◆11月16日(日)　午後1時から3時まで◆11月16日(日)　午後1時から3時まで
映画鑑賞「シルク時空を超えて」　熊谷友幸監督のトーク（予定）

◆11月8日(土)　午後1時から◆11月8日(土)　午後1時から
上原孝子『手作り教室』布で造るうさぎを創ろう。　
玄関に、お仏壇に、お部屋に飾ってみませんか、木染の染地で「うさぎ」を創ります。
〇材料(布地)、はこちらで用意いたします。
〇裁縫箱をご持参ください。なければこちらでご用意します。

◆11月29日(土)　午後1時から◆11月29日(土)　午後1時から
上原孝子『手作り教室』布で造るうさぎを創ろう。　
玄関に、お仏壇に、お部屋に飾ってみませんか、木染の染地で「うさぎ」を創ります。
〇材料(布地)、はこちらで用意いたします。
〇裁縫箱をご持参ください。なければこちらでご用意します。

◆１１月１日（土）　上信電鉄創立1３０周年記念企画
ハロウィンコスプレ列車　走るパーティー会場！　仮装して列車に乗ろう！
◆１１月１日（土）　上信電鉄創立1３０周年記念企画
ハロウィンコスプレ列車　走るパーティー会場！　仮装して列車に乗ろう！
問い合わせ先・お申込み　㈱上信観光バス本社営業部　〒370-0064群馬県高崎市芝塚町2033-1
TEL：027-325-5921　FAX：027-325-0515　mail：jkb-jom@dan.wind.ne.jp

日本子守唄協会
HP

行政情報行政情報

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊娠中の方・未入園児とその保護者

11月20日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

11月11日（火）
午前１０時～１1時30分

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け

て
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、来
年
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、保
険
料
を
支
払
っ
た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。
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女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～11月イベントのご案内～

女性村「ねぎぼうずプロジェクト」（in旧西牧小学校）
～11月イベントのご案内～

上記イベントは全て旧西牧小学校(下仁田町大字西野牧4641-1)内での開催となります。
※イベントは変更になる場合があります。
お手数ですが、当協会ホームページまたはお電話にてご確認ください。

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後4時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

NPO法人 日本子守唄協会事務局
TEL　０３－６４５８－０２８３　FAX　０３－６４５８－０２８４
【電話受付】火・水・木・金　午前10時～午後4時
E-mail　info@komoriuta.jp　URL　https://www.komoriuta.jp/

●お問い合わせ・お申込み先

◆11月8日(土)　午前11時から12時まで◆11月8日(土)　午前11時から12時まで
相川厚 教授『生き生き健康講座』
医療相談、疑問にもとても懇切丁寧にお答えしていただけます。

◆11月22日(土)　午前10時から午後3時まで　◆11月22日(土)　午前10時から午後3時まで　
講師　緑翠会虹羽（五術専科）
虹羽のパーミストリー体験　手のひらから届く、私へのメッセージ

◆11月15日(土)　午後1時から2時まで　◆11月15日(土)　午後1時から2時まで　
里見哲夫（植物学者）『遊びと学びの自然教室』

◆11月22日(土)　午後1時から2時まで◆11月22日(土)　午後1時から2時まで
髙橋美清尼僧の『青空説法』

◆11月22日(土)　午後2時から3時まで（予定）◆11月22日(土)　午後2時から3時まで（予定）
堀越教之　常光寺住職のお話　「旅について」

◆11月16日(日)　午後1時から3時まで◆11月16日(日)　午後1時から3時まで
映画鑑賞「シルク時空を超えて」　熊谷友幸監督のトーク（予定）

◆11月8日(土)　午後1時から◆11月8日(土)　午後1時から
上原孝子『手作り教室』布で造るうさぎを創ろう。　
玄関に、お仏壇に、お部屋に飾ってみませんか、木染の染地で「うさぎ」を創ります。
〇材料(布地)、はこちらで用意いたします。
〇裁縫箱をご持参ください。なければこちらでご用意します。

◆11月29日(土)　午後1時から◆11月29日(土)　午後1時から
上原孝子『手作り教室』布で造るうさぎを創ろう。　
玄関に、お仏壇に、お部屋に飾ってみませんか、木染の染地で「うさぎ」を創ります。
〇材料(布地)、はこちらで用意いたします。
〇裁縫箱をご持参ください。なければこちらでご用意します。

◆１１月１日（土）　上信電鉄創立1３０周年記念企画
ハロウィンコスプレ列車　走るパーティー会場！　仮装して列車に乗ろう！
◆１１月１日（土）　上信電鉄創立1３０周年記念企画
ハロウィンコスプレ列車　走るパーティー会場！　仮装して列車に乗ろう！
問い合わせ先・お申込み　㈱上信観光バス本社営業部　〒370-0064群馬県高崎市芝塚町2033-1
TEL：027-325-5921　FAX：027-325-0515　mail：jkb-jom@dan.wind.ne.jp

日本子守唄協会
HP

行政情報行政情報

11月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園
会 場
実施日
時 間
対象児

内 容

馬山こども園

妊娠中の方・未入園児とその保護者

11月20日（木）
午前１０時～１1時

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～金曜日：午前9時～正午

親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール内 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ先　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

11月11日（火）
午前１０時～１1時30分

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け

て
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
今
年
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、来
年
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、こ
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、そ
れ
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、保
険
料
を
支
払
っ
た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
。
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【
俳
句
】

■
祈
り
た
く
な
り
て
よ
う
よ
う
来
た
る
秋

　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
リ
ビ
ン
グ
の
む
れ
て
今
夜
の
秋
扇

　
　

     

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
秋
日
和
り
山
の
住
家
は
風
ひ
と
り

　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
空
を
舞
い
刺
し
て
血
を
吸
う
者
居
ら
ず
這
い
て
穴
掘
る
も
の
の
多
か
り  

　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
吹
く
風
も
秋
を
よ
ぶ
よ
に
吹
き
寄
せ
る
雨
に
重
そ
な
萩
の
花
見
る

　

 

　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
待
ち
わ
び
て
雲
間
に
め
で
た
名
月
に
静
け
き
夜
や
虫
の
音
わ
び
し

　
　
　

   

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

　群
馬
県
富
岡
土
木
事
務
所
の
発

注
工
事
で
発
生
し
た
伐
採
材
を
無

償
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、積
載・搬
出
等
の
補
助
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、無
償
提
供
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、ご
自
身
で
積
載・

搬
出
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
日
時

随
時
配
布
中（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

●
場
所

甘
楽
郡
下
仁
田
町
下
小
坂
地
内

下
小
坂
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
提
供
内
容

伐
採
材
長（
雑
木
。長
さ
１
メ
ー
ト

ル
程
度
、直
径
５
〜
３０
セ
ン
チ
程

度
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
富
岡
土
木
事
務
所

下
仁
田
事
業
所

☎
０
２
７
４
―
82
―
３
１
１
７

群
馬
県
公
共
工
事

伐
採
木
無
償
提
供
の

お
知
ら
せ

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
七
年
九
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　聞
鵑

　
　
　素
風

　神
宮
伸
郎

啼
鵑
裂
帛
不
堪
聽

通
夕
孤
眠
夢
幾
醒

山
際
雲
披
斜
月
落

愔
愔
窓
外
見
疎
星

　鵑
を
聞
く

啼
鵑
裂
帛

　聴
く
に
堪
え
ず

通
夕

　孤
眠

　夢

　幾
た
び
か
醒
む

山
際

　雲
披
い
て

　斜
月
落
ち

愔
々
た
る
窓
外

　疎
星
を
見
る

【
短
歌
】

■
メ
ー
ル
よ
り
手
紙
が
ほ
し
い
残
暑
か
な

　須
藤

　禮
子

■
炊
き
上
が
る
備
蓄
米
待
つ
新
秋
刀
魚

　
　永
井

　波
江

■
耐
へ
る
よ
り
他
に
手
立
て
の
な
き
猛
暑

　今
井

　陽
子

■
星
殖
や
し
皆
既
月
食
虫
の
声

　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
日
差
し
ま
だ
背
に
く
ひ
込
む
が
風
は
秋

　吉
田

　文
子

■
緑
陰
に
入
り
て
一
息
風
を
知
る

　
　
　斉
藤

　悦
子

■
百
年
の
松
を
醒
ま
す
や
秋
の
蝉

　
　
　工
藤

　初
恵

■
列
島
に
居
座
る
残
暑
持
て
余
す

　
　

    

新
井

　笑
子

■
初
尾
花
揺
れ
て
夕
日
の
濃
か
り
け
り

　高
田

　ト
ク

て
い

ぱ
く

き

た

け
ん

れ
っ

け
ん

き

つ
うさ

ん
い
ん
い
ん

そ
う
が
い

み

そ

せ
い

さ
い

ひ
ら

げ
つ

お

し
ゃ

く
も

せ
き

こ

み
ん

ゆ
め

い
く

さ

【
語
釈
】
啼
鵑
―
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
／
裂
帛
―
き

ぬ
を
引
き
裂
く
よ
う
な
鳥
の
鳴
き
声
／
通
夕
―
夜
ど

お
し
／
孤
眠
―
ひ
と
り
寝
／
斜
月
落
―
三
日
月
が
沈

む
／
愔
々
―
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な
さ
ま
／
見
疎
星
―
ま

ば
ら
に
星
の
出
て
い
る
空
を
見
る

【
通
釈
】
き
ぬ
を
裂
く
よ
う
な
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
は
、

も
の
悲
し
く
て
と
て
も
聞
い
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ひ
と
り
寝
を
し
て
い
る
が
、
夜
ど
お
し
聞
こ
え
て
く
る
の

で
、
何
度
も
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
。

　山
際
に
か
か
っ
た
雲
が
わ
ず
か
に
開
い
て
三
日
月
が
沈

ん
で
い
き
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
窓
の
外
に
は
夜
空
が
広
が

り
、
ま
ば
ら
に
星
が
輝
い
て
い
る
の
を
見
て
い
た
。

さ

ふ

そ
ら

ま

さ

ち

す

も
の

お

は

あ
な

ほ

い
の

き

あ
き

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

中
之
岳
の
ト
ド
ロ
キ
岩

中
之
岳
の
ト
ド
ロ
キ
岩

　
天
下
の
奇
勝
妙
義
山
は
、
古
い
時

代
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
信

仰
の
山
で
す
。多
く
の
文
人
や
著
名

人
の
訪
れ
も
多
く
、
作
品
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
文
人
と
し
て
は
正
岡
子
規
・
夏

目
漱
石
・
大
町
桂
月
等
も
訪
れ
、
作

品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
和
田
建
樹
は
、「
妙
義
山
」

の
歌
の
作
詞
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
文
学
碑
が
、妙
義
神
社
入

口
の
総
門
左
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
３
月
７

日
に
妙
義
山
は
、
大
分
県
の
耶
馬

渓
・
香
川
県
小
豆
島
の
寒
霞
渓
（
か

ん
か
け
い
）
と
共
に
国
の
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
日
本
三

大
奇
勝
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
６
９
年
（
昭
和
44
）
４
月
10

日
に
は
妙
義
荒
船
佐
久
高
原
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
、
い
よ
い
よ
有
名

と
な
っ
て
、
１
９
７
２
年（
昭
和
47
）

に
は
妙
義
町
か
ら
金
鶏
山
の
裾
を

走
り
、
中
之
岳
に
通
じ
る
妙
義
紅
葉

ラ
イ
ン
が
開
通
を
み
ま
し
た
。

　
妙
義
山
と
は
、金
洞
山
・
白
雲
山
・

金
鶏
山
の
三
つ
を
合
わ
せ
て
妙
義

山
と
言
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

山
々
の
間
に
は
、
大
砲
岩
・
鏡
岩
・

各
石
門
群
・
見
晴
台
・
轟
岩
等
々

の
奇
岩
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
実
は
、
中
之
嶽
神
社
の
お
社
の
上

の
岩
山
を
朝
日
岳
、
ま
た
の
名
前
を

轟
岩
と
呼
ん
で
い
ま
す
。こ
の
轟
岩

に
つ
い
て
異
論
が
あ
り
ま
す
。手
元

に
有
る「
上
毛
裏
か
え
史
」（
歴
史
学

者
の
萩
原
進
著
）
に
次
の
よ
う
な
一

文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。題
名
は
、

「
妙
義
山
の
轟
岩
は「
等
々
力
」が
正

し
い
「
一
軍
人
の
生
涯
の
一
こ
ま
」

と
し
て
」
と
題
し
て
の
一
文
で
す
。

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ

う
。

　「
１
９
０
２
年
（
明
治
35
）
〜
（
明

治
36
）は
、日
清
戦
争
の
あ
と
、日
本

と
ロ
シ
ア
の
関
係
は
険
悪
な
も
の

が
あ
っ
て
、
何
時
か
は
戦
争
が
起
こ

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
が
流
れ

か
け
て
い
た
頃
で
し
た
。

　
高
崎
に
は
有
名
な
十
五
連
隊
と

い
う
勇
猛
果
敢
な
連
隊
が
あ
り
ま

し
た
。こ
こ
に
士
官
学
校
出
の
長
野

県
出
身
の
等
々
力
林
蔵
大
尉
が
い

ま
し
た
。

　
出
征
前
の
演
習
で
妙
義
山
を
訪

れ
た
時
、
中
之
嶽
神
社
の
前
で
、
部

下
達
に
「
俺
が
こ
の
上
の
岩
山
で
逆

立
ち
を
す
る
」
と
言
っ
て
岩
山
に

登
っ
て
い
き
ま
し
た
。兵
士
等
は
た

だ
唖
然
と
し
て
い
ま
し
た
。狭
い
岩

上
で
見
事
逆
立
ち
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
高
さ
は
約
八
十
五
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
。豪
胆
と
い
う
か
、
無

茶
苦
茶
と
い
う
か
し
ば
ら
く
は
誰

も
が
褒
め
る
言
葉
も
出
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
降
こ

の
岩
の
名
を
大
尉
の
名
を
と
っ
て
、

等
々
力
岩
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
何
時
の
間
に
か
「
轟
岩
」

と
書
き
か
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と

言
わ
れ
、
轟
岩
の
文
字
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
「
ト

ド
ロ
キ
岩
」
と
表
記
を
す
べ
き
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　
等
々
力
大
尉
は
日
露
戦
争
で
大

活
躍
を
し
て
、
負
傷
を
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
後
、
昇
進
し
て
陸
軍
中
将
と

な
り
、
師
団
長
を
は
じ
め
多
く
の
要

職
に
つ
か
れ
て
い
ま
す
。

　
妙
義
山
を
訪
れ
る
登
山
客
は
多

い
が
、
こ
の
話
を
知
る
人
は
い
ま
せ

ん
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
地
元
で
も
知
る

人
が
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
こ
こ
に
萩
原
進
先
生
の

一
文
を
お
か
り
し
て
、
そ
の
要
約
を

お
知
ら
せ
し
た
次
第
で
す
。

後
の
世
に
　
伝
え
る
事
の

大
切
さ

記
録
に
残
す
　
事
や
重
要

知
ら
ぬ
こ
と
　
知
り
た
る
時
は
　

後
の
世
に

伝
え
る
こ
と
に
　
勤
め
る
事
を

歳
重
ね
　
書
く
こ
と
鈍
り

哀
れ
な
り

惚
け
防
止
に
と
　
日
々
過
ご
し
を
る
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【
俳
句
】

■
祈
り
た
く
な
り
て
よ
う
よ
う
来
た
る
秋

　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
リ
ビ
ン
グ
の
む
れ
て
今
夜
の
秋
扇

　
　

     

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
秋
日
和
り
山
の
住
家
は
風
ひ
と
り

　
　
　

  

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
空
を
舞
い
刺
し
て
血
を
吸
う
者
居
ら
ず
這
い
て
穴
掘
る
も
の
の
多
か
り  

　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
吹
く
風
も
秋
を
よ
ぶ
よ
に
吹
き
寄
せ
る
雨
に
重
そ
な
萩
の
花
見
る

　

 

　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
待
ち
わ
び
て
雲
間
に
め
で
た
名
月
に
静
け
き
夜
や
虫
の
音
わ
び
し

　
　
　

   

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

　群
馬
県
富
岡
土
木
事
務
所
の
発

注
工
事
で
発
生
し
た
伐
採
材
を
無

償
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、積
載・搬
出
等
の
補
助
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、無
償
提
供
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、ご
自
身
で
積
載・

搬
出
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
日
時

随
時
配
布
中（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

●
場
所

甘
楽
郡
下
仁
田
町
下
小
坂
地
内

下
小
坂
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
提
供
内
容

伐
採
材
長（
雑
木
。長
さ
１
メ
ー
ト

ル
程
度
、直
径
５
〜
３０
セ
ン
チ
程

度
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
富
岡
土
木
事
務
所

下
仁
田
事
業
所

☎
０
２
７
４
―
82
―
３
１
１
７

群
馬
県
公
共
工
事

伐
採
木
無
償
提
供
の

お
知
ら
せ

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

【
星
俳
句
会

　令
和
七
年
九
月
句
会
】

【
漢
詩 

富
岡
漢
詩
会
下
仁
田
町
雅
友
の
会
】

　聞
鵑

　
　
　素
風

　神
宮
伸
郎

啼
鵑
裂
帛
不
堪
聽

通
夕
孤
眠
夢
幾
醒

山
際
雲
披
斜
月
落

愔
愔
窓
外
見
疎
星

　鵑
を
聞
く

啼
鵑
裂
帛

　聴
く
に
堪
え
ず

通
夕

　孤
眠

　夢

　幾
た
び
か
醒
む

山
際

　雲
披
い
て

　斜
月
落
ち

愔
々
た
る
窓
外

　疎
星
を
見
る

【
短
歌
】

■
メ
ー
ル
よ
り
手
紙
が
ほ
し
い
残
暑
か
な

　須
藤

　禮
子

■
炊
き
上
が
る
備
蓄
米
待
つ
新
秋
刀
魚

　
　永
井

　波
江

■
耐
へ
る
よ
り
他
に
手
立
て
の
な
き
猛
暑

　今
井

　陽
子

■
星
殖
や
し
皆
既
月
食
虫
の
声

　
　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
日
差
し
ま
だ
背
に
く
ひ
込
む
が
風
は
秋

　吉
田

　文
子

■
緑
陰
に
入
り
て
一
息
風
を
知
る

　
　
　斉
藤

　悦
子

■
百
年
の
松
を
醒
ま
す
や
秋
の
蝉

　
　
　工
藤

　初
恵

■
列
島
に
居
座
る
残
暑
持
て
余
す

　
　

    

新
井

　笑
子

■
初
尾
花
揺
れ
て
夕
日
の
濃
か
り
け
り

　高
田

　ト
ク

て
い

ぱ
く

き

た

け
ん

れ
っ

け
ん

き

つ
うさ

ん
い
ん
い
ん

そ
う
が
い

み

そ

せ
い

さ
い

ひ
ら

げ
つ

お

し
ゃ

く
も

せ
き

こ

み
ん

ゆ
め

い
く

さ

【
語
釈
】
啼
鵑
―
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
／
裂
帛
―
き

ぬ
を
引
き
裂
く
よ
う
な
鳥
の
鳴
き
声
／
通
夕
―
夜
ど

お
し
／
孤
眠
―
ひ
と
り
寝
／
斜
月
落
―
三
日
月
が
沈

む
／
愔
々
―
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な
さ
ま
／
見
疎
星
―
ま

ば
ら
に
星
の
出
て
い
る
空
を
見
る

【
通
釈
】
き
ぬ
を
裂
く
よ
う
な
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
は
、

も
の
悲
し
く
て
と
て
も
聞
い
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ひ
と
り
寝
を
し
て
い
る
が
、
夜
ど
お
し
聞
こ
え
て
く
る
の

で
、
何
度
も
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
。

　山
際
に
か
か
っ
た
雲
が
わ
ず
か
に
開
い
て
三
日
月
が
沈

ん
で
い
き
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
窓
の
外
に
は
夜
空
が
広
が

り
、
ま
ば
ら
に
星
が
輝
い
て
い
る
の
を
見
て
い
た
。

さ

ふ

そ
ら

ま

さ

ち

す

も
の

お

は

あ
な

ほ

い
の

き

あ
き

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

里
見
哲
夫

中
之
岳
の
ト
ド
ロ
キ
岩

中
之
岳
の
ト
ド
ロ
キ
岩

　
天
下
の
奇
勝
妙
義
山
は
、
古
い
時

代
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
信

仰
の
山
で
す
。多
く
の
文
人
や
著
名

人
の
訪
れ
も
多
く
、
作
品
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
文
人
と
し
て
は
正
岡
子
規
・
夏

目
漱
石
・
大
町
桂
月
等
も
訪
れ
、
作

品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、大
和
田
建
樹
は
、「
妙
義
山
」

の
歌
の
作
詞
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
文
学
碑
が
、妙
義
神
社
入

口
の
総
門
左
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
１
９
２
３
年
（
大
正
12
）
３
月
７

日
に
妙
義
山
は
、
大
分
県
の
耶
馬

渓
・
香
川
県
小
豆
島
の
寒
霞
渓
（
か

ん
か
け
い
）
と
共
に
国
の
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
日
本
三

大
奇
勝
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
６
９
年
（
昭
和
44
）
４
月
10

日
に
は
妙
義
荒
船
佐
久
高
原
国
定

公
園
に
指
定
さ
れ
、
い
よ
い
よ
有
名

と
な
っ
て
、
１
９
７
２
年（
昭
和
47
）

に
は
妙
義
町
か
ら
金
鶏
山
の
裾
を

走
り
、
中
之
岳
に
通
じ
る
妙
義
紅
葉

ラ
イ
ン
が
開
通
を
み
ま
し
た
。

　
妙
義
山
と
は
、金
洞
山
・
白
雲
山
・

金
鶏
山
の
三
つ
を
合
わ
せ
て
妙
義

山
と
言
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

山
々
の
間
に
は
、
大
砲
岩
・
鏡
岩
・

各
石
門
群
・
見
晴
台
・
轟
岩
等
々

の
奇
岩
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
実
は
、
中
之
嶽
神
社
の
お
社
の
上

の
岩
山
を
朝
日
岳
、
ま
た
の
名
前
を

轟
岩
と
呼
ん
で
い
ま
す
。こ
の
轟
岩

に
つ
い
て
異
論
が
あ
り
ま
す
。手
元

に
有
る「
上
毛
裏
か
え
史
」（
歴
史
学

者
の
萩
原
進
著
）
に
次
の
よ
う
な
一

文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。題
名
は
、

「
妙
義
山
の
轟
岩
は「
等
々
力
」が
正

し
い
「
一
軍
人
の
生
涯
の
一
こ
ま
」

と
し
て
」
と
題
し
て
の
一
文
で
す
。

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ

う
。

　「
１
９
０
２
年
（
明
治
35
）
〜
（
明

治
36
）は
、日
清
戦
争
の
あ
と
、日
本

と
ロ
シ
ア
の
関
係
は
険
悪
な
も
の

が
あ
っ
て
、
何
時
か
は
戦
争
が
起
こ

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
が
流
れ

か
け
て
い
た
頃
で
し
た
。

　
高
崎
に
は
有
名
な
十
五
連
隊
と

い
う
勇
猛
果
敢
な
連
隊
が
あ
り
ま

し
た
。こ
こ
に
士
官
学
校
出
の
長
野

県
出
身
の
等
々
力
林
蔵
大
尉
が
い

ま
し
た
。

　
出
征
前
の
演
習
で
妙
義
山
を
訪

れ
た
時
、
中
之
嶽
神
社
の
前
で
、
部

下
達
に
「
俺
が
こ
の
上
の
岩
山
で
逆

立
ち
を
す
る
」
と
言
っ
て
岩
山
に

登
っ
て
い
き
ま
し
た
。兵
士
等
は
た

だ
唖
然
と
し
て
い
ま
し
た
。狭
い
岩

上
で
見
事
逆
立
ち
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
高
さ
は
約
八
十
五
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
。豪
胆
と
い
う
か
、
無

茶
苦
茶
と
い
う
か
し
ば
ら
く
は
誰

も
が
褒
め
る
言
葉
も
出
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
降
こ

の
岩
の
名
を
大
尉
の
名
を
と
っ
て
、

等
々
力
岩
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
何
時
の
間
に
か
「
轟
岩
」

と
書
き
か
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と

言
わ
れ
、
轟
岩
の
文
字
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
「
ト

ド
ロ
キ
岩
」
と
表
記
を
す
べ
き
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　
等
々
力
大
尉
は
日
露
戦
争
で
大

活
躍
を
し
て
、
負
傷
を
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
後
、
昇
進
し
て
陸
軍
中
将
と

な
り
、
師
団
長
を
は
じ
め
多
く
の
要

職
に
つ
か
れ
て
い
ま
す
。

　
妙
義
山
を
訪
れ
る
登
山
客
は
多

い
が
、
こ
の
話
を
知
る
人
は
い
ま
せ

ん
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
地
元
で
も
知
る

人
が
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
こ
こ
に
萩
原
進
先
生
の

一
文
を
お
か
り
し
て
、
そ
の
要
約
を

お
知
ら
せ
し
た
次
第
で
す
。

後
の
世
に
　
伝
え
る
事
の

大
切
さ

記
録
に
残
す
　
事
や
重
要

知
ら
ぬ
こ
と
　
知
り
た
る
時
は
　

後
の
世
に

伝
え
る
こ
と
に
　
勤
め
る
事
を

歳
重
ね
　
書
く
こ
と
鈍
り

哀
れ
な
り

惚
け
防
止
に
と
　
日
々
過
ご
し
を
る
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公民館だより公民館だより

令和7年
第492号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

町民文化祭作品展示会町民文化祭作品展示会
　１１月１５日（土）～１７日（月）の３日間、第４６回町民文化祭作品展示会が、文化ホールにお
いて開催されます。この１年間で、文化協会会員のみなさんや町民の方々が制作した絵画、写真、手
芸、書など、様々な作品が展示されます。見ているだけで心が和むような作品や力作が多数展示され
ますので、たくさんの方々のご来場をお待ちしております。１５日（土）・１６日（日）には、下仁
田茶道会による抹茶サービスがあります。皆様のご来場をお待ちしています。
●期日　１１月１５日（土）～１７日（月）
●時間　１５日・１６日は午前１０時～午後４時、１７日は午前１０時～午後２時３０分

これぞ！本場のこんにゃく＝是非！作れる人に＝
生芋からのこんにゃく作り教室 参加者募集
これぞ！本場のこんにゃく＝是非！作れる人に＝
生芋からのこんにゃく作り教室 参加者募集

　下仁田町と言えば、こんにゃく。生玉からのこんにゃく作りで手軽なおもてなしができるようコツ
を教えていただきます。ふるさと自慢の郷土料理にあなたも挑戦してみませんか？お気軽にご参加く
ださい。
●期　日　１２月１０日（水）　
●時　間　午前１０時（１０分前には集合してください）～
●場　所　下仁田町公民館　２階　栄養学習室
●対　象　成　人
●定　員　２０名（先着順）
●講　師　大塚義正さん（下仁田）
●材料代　５００円
●持ち物　エプロン・三角巾
●募集期間　１１月４日（火）～
●問い合わせ先・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

　公民館図書室では、０歳児から小学生向けに絵本の読み聞かせ等を
開催します。楽しい絵本がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期　日　１１月７日（金）
●時　間　午前１０時～（午前の部）午後３時～（午後の部）　
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室
※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

～ふらっと　　　図書室～
　公民館図書室は、たくさんの蔵書を取り揃えて皆さんのお出でをお待ちし
ています。
　まだ、一度も足を運んだことのない方も是非、ふらっと訪ねてみてください！

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせイベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板

著者名

ぐるーぷ・アンモナイツ

関根知未

土田隆

大崎博子・大崎夕湖

伊吹有喜

藤原緋沙子

G.Masukawa

ずいの

柴田ケイコ

にんてんどう

朝井リョウ

ポケモン

篠田節子

東野圭吾

ハン・ガン

門田隆将

畠中恵

小野寺史宣

稲葉稔

岡本さとる

小杉健治

ほしおさなえ

二宮和也

著者名

千野隆司

西良浩一

有吉佐和子

宮島未奈

大崎　梢

畠中恵

西剛志

吉川幸枝

堀江重郎／斉藤恵介

猪瀬弘之

猪瀬弘之

池口良輔　他

黒澤尚　他

加藤綾菜

小塚高文

鎌田實

鎌田實

瀬尾まいこ

なかえよしを

なかえよしを

なかえよしを

なかえよしを

なかえよしを

書名

ほねほねザウルス　ぼうけん大百科

よるのミニカーたんけんたい

医者が考案したタンパク質をたっぷりとる長生きスープ

幸せな最後を迎えた９１歳ひとり暮らしの食卓

鎌倉茶藝館

見届け人秋月伊織事件帖　５　鳴子守

水中最強王図鑑

税金で買った本　１６

パンどろぼうとスイーツおうじ

かおマリオ

イン・ザ・メガチャーチ

ポケモン生態図鑑

青の純度

マスカレード･ライフ

涙の箱

大統領に告ぐ

まろ丸伊勢参り

あなたが僕の父

武士の流儀　１２

取次屋栄三　１２　手習い師匠

春待ち同心　６　逃亡

銀河ホテルの居候　３　落葉松の森を歩いて

独断と偏見

書名

おれは一万石　２１　～３４

脊柱管狭窄症がよくなる1分ほぐし大全

悪女について

成瀬は信じた道をいく

リクと暮らせば

あやかしたち

８０歳でも脳が老化しない人がやっていること

人生は８０歳からがおもしろい

頻尿・尿もれがみるみる改善する食べ方大全

首がみるみる強まる頸椎症の治し方大全

加藤家の食卓

ふわふわめまいを自分で治す本

長生きたまご

あと少し、もう少し

ねずみくんとチョコレート

ねずみくんのチョッキ

ねずみくんだーれだ？

えかきになりたいねずみくん

ねずみくんはカメラマン

公民館図書室 「新刊図書情報」９月に入った新刊図書は次のとおりです。

８０歳の壁を越える骨がみるみる強まる
骨粗鬆症の治し方大全

手指の痛みしびれ・はれ・変形自力でよくなる！
名医が教える最新１分体操大全

ひざ痛変形性膝関節症自力でよくなる！
ひざの名医が教える最新１分体操大全

医者のぼくが５０年かけてたどりついた
長生きかまた体操
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公民館だより公民館だより

令和7年
第492号公民館だより 下仁田町公民館

☎82-3535
下仁田町公民館
☎82-3535

町民文化祭作品展示会町民文化祭作品展示会
　１１月１５日（土）～１７日（月）の３日間、第４６回町民文化祭作品展示会が、文化ホールにお
いて開催されます。この１年間で、文化協会会員のみなさんや町民の方々が制作した絵画、写真、手
芸、書など、様々な作品が展示されます。見ているだけで心が和むような作品や力作が多数展示され
ますので、たくさんの方々のご来場をお待ちしております。１５日（土）・１６日（日）には、下仁
田茶道会による抹茶サービスがあります。皆様のご来場をお待ちしています。
●期日　１１月１５日（土）～１７日（月）
●時間　１５日・１６日は午前１０時～午後４時、１７日は午前１０時～午後２時３０分

これぞ！本場のこんにゃく＝是非！作れる人に＝
生芋からのこんにゃく作り教室 参加者募集
これぞ！本場のこんにゃく＝是非！作れる人に＝
生芋からのこんにゃく作り教室 参加者募集

　下仁田町と言えば、こんにゃく。生玉からのこんにゃく作りで手軽なおもてなしができるようコツ
を教えていただきます。ふるさと自慢の郷土料理にあなたも挑戦してみませんか？お気軽にご参加く
ださい。
●期　日　１２月１０日（水）　
●時　間　午前１０時（１０分前には集合してください）～
●場　所　下仁田町公民館　２階　栄養学習室
●対　象　成　人
●定　員　２０名（先着順）
●講　師　大塚義正さん（下仁田）
●材料代　５００円
●持ち物　エプロン・三角巾
●募集期間　１１月４日（火）～
●問い合わせ先・申込み　下仁田町公民館　☎８２－３５３５

　公民館図書室では、０歳児から小学生向けに絵本の読み聞かせ等を
開催します。楽しい絵本がいっぱいの図書室を親子でご利用ください。
●期　日　１１月７日（金）
●時　間　午前１０時～（午前の部）午後３時～（午後の部）　
●場　所　下仁田町公民館２階　図書室
※開始時間は目安です。午後の部は午後４時３０分までの間、お声掛けをいただければ対応します。

～ふらっと　　　図書室～
　公民館図書室は、たくさんの蔵書を取り揃えて皆さんのお出でをお待ちし
ています。
　まだ、一度も足を運んだことのない方も是非、ふらっと訪ねてみてください！

「絵本の読み聞かせ」開催のお知らせイベントのご案内

図書室掲示板図書室掲示板

著者名

ぐるーぷ・アンモナイツ

関根知未

土田隆

大崎博子・大崎夕湖

伊吹有喜

藤原緋沙子

G.Masukawa

ずいの

柴田ケイコ

にんてんどう

朝井リョウ

ポケモン

篠田節子

東野圭吾

ハン・ガン

門田隆将

畠中恵

小野寺史宣

稲葉稔

岡本さとる

小杉健治

ほしおさなえ

二宮和也

著者名

千野隆司

西良浩一

有吉佐和子

宮島未奈

大崎　梢

畠中恵

西剛志

吉川幸枝

堀江重郎／斉藤恵介

猪瀬弘之

猪瀬弘之

池口良輔　他

黒澤尚　他

加藤綾菜

小塚高文

鎌田實

鎌田實

瀬尾まいこ

なかえよしを

なかえよしを

なかえよしを

なかえよしを

なかえよしを

書名

ほねほねザウルス　ぼうけん大百科

よるのミニカーたんけんたい

医者が考案したタンパク質をたっぷりとる長生きスープ

幸せな最後を迎えた９１歳ひとり暮らしの食卓

鎌倉茶藝館

見届け人秋月伊織事件帖　５　鳴子守

水中最強王図鑑

税金で買った本　１６

パンどろぼうとスイーツおうじ

かおマリオ

イン・ザ・メガチャーチ

ポケモン生態図鑑

青の純度

マスカレード･ライフ

涙の箱

大統領に告ぐ

まろ丸伊勢参り

あなたが僕の父

武士の流儀　１２

取次屋栄三　１２　手習い師匠

春待ち同心　６　逃亡

銀河ホテルの居候　３　落葉松の森を歩いて

独断と偏見

書名

おれは一万石　２１　～３４

脊柱管狭窄症がよくなる1分ほぐし大全

悪女について

成瀬は信じた道をいく

リクと暮らせば

あやかしたち

８０歳でも脳が老化しない人がやっていること

人生は８０歳からがおもしろい

頻尿・尿もれがみるみる改善する食べ方大全

首がみるみる強まる頸椎症の治し方大全

加藤家の食卓

ふわふわめまいを自分で治す本

長生きたまご

あと少し、もう少し

ねずみくんとチョコレート

ねずみくんのチョッキ

ねずみくんだーれだ？

えかきになりたいねずみくん

ねずみくんはカメラマン

公民館図書室 「新刊図書情報」９月に入った新刊図書は次のとおりです。

８０歳の壁を越える骨がみるみる強まる
骨粗鬆症の治し方大全

手指の痛みしびれ・はれ・変形自力でよくなる！
名医が教える最新１分体操大全

ひざ痛変形性膝関節症自力でよくなる！
ひざの名医が教える最新１分体操大全

医者のぼくが５０年かけてたどりついた
長生きかまた体操
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意
識
の
成
果
と
感
謝
す
る
次
第
で

す
。
引
き
続
き
Ａ
ラ
ン
ク
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
８
８
１
１

　 

障
害
を
持
っ
た
方
の
雇
用
促
進
、

就
労
支
援
を
考
え
る
場
と
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
富
岡
特
別
支
援

学
校
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
に
加
え
、

富
岡
・
甘
楽
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
な
ど
が
作
製
し
た
物
品
販
売

を
行
い
ま
す
。
物
販
に
つ
い
て
は
ど
な

た
で
も
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
聞
き
に

な
り
た
い
方
は
事
前
の
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日
　
11
月
21
日（
金
）

●
場
所
　
富
岡
市
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

●
時
間・内
容

・午
前
11
時
30
分
〜

物
品
販
売（
パ
ン・お
惣
菜・お
弁
当・

革
製
品・小
物
な
ど
）

・午
後
1
時
30
分
〜

　（
受
付
は
午
後
1
時
開
始
）

さ
い
。
な
お
、
令
和
８
年
３
月
新
規

学
卒
者
は
卒
業
見
込
証
明
書
、
成
績

証
明
書
を
添
付

※

（
郵
送
の
場
合
は
、
封
書
表
書
き

に
「
採
用
試
験
応
募
書
類
」
と
朱
書

き
す
る
こ
と
）

※

詳
細
及
び
職
場
見
学
等
に
つ
い
て

は
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
総
務
課

☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

１1
月
４
日
・
１2
月
２
日

午
前
９
時
〜
１２
時

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　
令
和
８
年
３
月
１
日
か
ら
群
馬
県

最
低
賃
金
時
間
額
１
，
０
６
３
円
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
☎
０
２
７
―
８
９
６
―

４
７
３
７
）

又
は
群
馬
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

業
務
改
善
助
成
金
（
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
方
の
賃
金
引
上
げ

等
を
支
援
す
る
助
成
金
）
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
助
成
金
等
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
―
３
６
６
―
４
４
０

●
申
請
先
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

前
橋
市
大
手
町
２
―
３
―
１
前
橋
地

方
合
同
庁
舎
８
階

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

１1
月
４
日
・
１2
月
２
日

午
前
１０
時
〜
１２
時

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
適

切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１１
月
２０
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
に

☎
０
５
７
０―

０
０
３―
１
１
０
ま
で

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
11
月
28

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
令
和
８

年
４
月
採
用
の
正
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

●
職
種
　
看
護
師
　
若
干
名

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
　
１
名

●
応
募
資
格

資
格
を
有
す
る
者
又
は
取
得
見
込
の
者

●
勤
務
条
件

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
規
程
に
よ
る

●
募
集
期
間

令
和
７
年
１１
月
２８
日
（
金
）
ま
で

●
採
用
試
験

書
類
審
査
・
面
接
・
作
文

●
試
験
日
程

令
和
７
年
１２
月
予
定
（
応
相
談
）

●
応
募
方
法

　
履
歴
書
を
記
載
の
う
え
、
下
仁
田

厚
生
病
院
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

会
事
務
局
☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５

５
２
１
ま
で
。

お
申
込
は
、
群
馬
県
遺
族
会
へ

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
１
４
７

※
相
手
国
事
情
に
よ
り
、
実
施
時

期
の
変
更
や
取
り
止
め
と
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
実
施
地
域

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
特
定
地
域
）

●
日
程

○
前
班

令
和
８
年
３
月
７
日
〜
３
月
１３
日

○
後
班

令
和
８
年
３
月
９
日
〜
３
月
１５
日

●
参
加
人
数

３０
名

●
申
込
締
切
　令
和
７
年
１２
月
５
日

　
み
な
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
ペッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱
包
し
て
再
商
品

化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す

が
、
年
に一度
ベ
ー
ル
検
査
を
受
け
ま

す
。
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分

の
う
ち
、
何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ
て

い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（
成
績

が
悪
い
と
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
く

な
り
ま
す
。）
今
回
は
総
重
量
３
２
，

５
６
０ｇ
、
テ
ー
プ
や
塗
料
が
付
着

し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
２
本
と
い
う
結

果
で
、
１
０
０
点
中
９３
点
で
Ａ
ラ
ン

ク
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
住
民
一

人
ひ
と
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る

　
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の

大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
り
、

恒
久
平
和
な
社
会
の
構
築
を
希
求

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
１０
万
円

で
す
。

　
付
添
希
望
者
は
要
相
談
。
ま
た
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を

語
り
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
戦
没

者
の
孫
、
ひ
孫
、
甥
、
姪
の
３
親

等
以
内
の
青
年
部
が
付
添
者
と
し

て
遺
児
に
同
行
す
る
場
合
に
は
、
実

際
に
か
か
る
旅
行
費
用
の
３
分
の
１

の
補
助
が
国
か
ら
認
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。（
遺
児
の
参
加
費
か
ら
で
は

な
く
旅
費
の
３
分
の
１
が
補
助
）

　
な
お
、
同
事
業
は
令
和
７
年
度

を
も
っ
て
終
了
と
な
り
、　
最
後
の

実
施
と
な
る
こ
と
か
ら
是
非
こ
の
機

会
に
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
参
加
者
の
高
齢
化
を
考
慮
し

看
護
師
が
同
行
い
た
し
ま
す
。

　
日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族

群
馬
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

公
証
相
談

人
権
相
談

P
E
T
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル
検
査
の

結
果
に
つ
い
て

富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
休
止
日
の

お
知
ら
せ

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

紹
介
や
現
在
、仕
事
に
就
き
な
が
ら
ぐ

ん
ま
難
病
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
に
ご
登
壇
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
和
太
鼓
演
奏

　
富
岡
特
別
支
援
学
校

●
入
場
料
　
無
料

●
申
込
み
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
の
方
は
11
月
14
日（
金
）ま

で
に
下
仁
田
町
福
祉
課
福
祉
係
☎
64

―
8
8
0
3（
直
通
）へ
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、富
岡

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。土
日
祝
日
は
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
相
談
が
可
能

で
す
が
、11
月
３
日
、11
月
８
日
は
相

談
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。こ
の
２
日

間
は
相
談
を
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、別
の
日
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　「
お
か
し
い
な
」「
心
配
だ
な
」怪
し

い
と
思
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

富
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
平
日
）

☎
63
―
６
０
６
６

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
土
日
祝
）

☎
０
３
―
３
４
４
６
―
１
６
２
３

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

ID ｢ @znt3015i ｣

下
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田
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病
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職
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募
集

行
政
相
談・心
配
ご
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談

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人
（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日
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意
識
の
成
果
と
感
謝
す
る
次
第
で

す
。
引
き
続
き
Ａ
ラ
ン
ク
を
維
持
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
８
８
１
１

　 

障
害
を
持
っ
た
方
の
雇
用
促
進
、

就
労
支
援
を
考
え
る
場
と
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
富
岡
特
別
支
援

学
校
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
に
加
え
、

富
岡
・
甘
楽
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
な
ど
が
作
製
し
た
物
品
販
売

を
行
い
ま
す
。
物
販
に
つ
い
て
は
ど
な

た
で
も
購
入
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
聞
き
に

な
り
た
い
方
は
事
前
の
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日
　
11
月
21
日（
金
）

●
場
所
　
富
岡
市
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

●
時
間・内
容

・午
前
11
時
30
分
〜

物
品
販
売（
パ
ン・お
惣
菜・お
弁
当・

革
製
品・小
物
な
ど
）

・午
後
1
時
30
分
〜

　（
受
付
は
午
後
1
時
開
始
）

さ
い
。
な
お
、
令
和
８
年
３
月
新
規

学
卒
者
は
卒
業
見
込
証
明
書
、
成
績

証
明
書
を
添
付

※

（
郵
送
の
場
合
は
、
封
書
表
書
き

に
「
採
用
試
験
応
募
書
類
」
と
朱
書

き
す
る
こ
と
）

※

詳
細
及
び
職
場
見
学
等
に
つ
い
て

は
、左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院
　
総
務
課

☎
82
―
３
５
５
５

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

１1
月
４
日
・
１2
月
２
日

午
前
９
時
〜
１２
時

●
場
所
　
公
民
館
３
階
　
相
談
室

●
相
談
員

行
政
相
談
員
・
民
生
委
員

●
相
談
で
き
る
内
容

・
国
な
ど
の
行
政
機
関
や
公
団
等
への

苦
情
や
意
見
、要
望

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
苦
情
や
困
り
ご
と

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　
令
和
８
年
３
月
１
日
か
ら
群
馬
県

最
低
賃
金
時
間
額
１
，
０
６
３
円
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
☎
０
２
７
―
８
９
６
―

４
７
３
７
）

又
は
群
馬
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

業
務
改
善
助
成
金
（
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
方
の
賃
金
引
上
げ

等
を
支
援
す
る
助
成
金
）
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
助
成
金
等
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
―
３
６
６
―
４
４
０

●
申
請
先
　
雇
用
環
境
・
均
等
室

前
橋
市
大
手
町
２
―
３
―
１
前
橋
地

方
合
同
庁
舎
８
階

●
日
時
　
毎
月
第
一
火
曜
日
（
祝
日

等
の
場
合
は
翌
週
の
火
曜
日
）

１1
月
４
日
・
１2
月
２
日

午
前
１０
時
〜
１２
時

※

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
と
同
日

●
場
所

公
民
館
３
階 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
相
談
員
　
公
証
人

●
相
談
で
き
る
内
容

　
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
（
養
育

費
の
支
払
い
等
）・
金
銭
貸
借
な
ど

の
各
種
公
正
証
書
の
作
成
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

※

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
も
厳
守
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭
内

暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
適

切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
１１
月
２０
日（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
電
話
で
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
に

☎
０
５
７
０―

０
０
３―

１
１
０
ま
で

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
11
月
28

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
令
和
８

年
４
月
採
用
の
正
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

●
職
種
　
看
護
師
　
若
干
名

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
　
１
名

●
応
募
資
格

資
格
を
有
す
る
者
又
は
取
得
見
込
の
者

●
勤
務
条
件

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
規
程
に
よ
る

●
募
集
期
間

令
和
７
年
１１
月
２８
日
（
金
）
ま
で

●
採
用
試
験

書
類
審
査
・
面
接
・
作
文

●
試
験
日
程

令
和
７
年
１２
月
予
定
（
応
相
談
）

●
応
募
方
法

　
履
歴
書
を
記
載
の
う
え
、
下
仁
田

厚
生
病
院
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

会
事
務
局
☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５

５
２
１
ま
で
。

お
申
込
は
、
群
馬
県
遺
族
会
へ

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
１
４
７

※
相
手
国
事
情
に
よ
り
、
実
施
時

期
の
変
更
や
取
り
止
め
と
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
実
施
地
域

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
特
定
地
域
）

●
日
程

○
前
班

令
和
８
年
３
月
７
日
〜
３
月
１３
日

○
後
班

令
和
８
年
３
月
９
日
〜
３
月
１５
日

●
参
加
人
数

３０
名

●
申
込
締
切
　令
和
７
年
１２
月
５
日

　
み
な
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
ペッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
圧
縮
・
梱
包
し
て
再
商
品

化
業
者
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す

が
、
年
に一度
ベ
ー
ル
検
査
を
受
け
ま

す
。
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
縛
り
分

の
う
ち
、
何
個
悪
い
物
が
含
ま
れ
て

い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。（
成
績

が
悪
い
と
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
く

な
り
ま
す
。）
今
回
は
総
重
量
３
２
，

５
６
０ｇ
、
テ
ー
プ
や
塗
料
が
付
着

し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
２
本
と
い
う
結

果
で
、
１
０
０
点
中
９３
点
で
Ａ
ラ
ン

ク
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
住
民
一

人
ひ
と
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る

　
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の

大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
り
、

恒
久
平
和
な
社
会
の
構
築
を
希
求

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
１０
万
円

で
す
。

　
付
添
希
望
者
は
要
相
談
。
ま
た
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を

語
り
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
戦
没

者
の
孫
、
ひ
孫
、
甥
、
姪
の
３
親

等
以
内
の
青
年
部
が
付
添
者
と
し

て
遺
児
に
同
行
す
る
場
合
に
は
、
実

際
に
か
か
る
旅
行
費
用
の
３
分
の
１

の
補
助
が
国
か
ら
認
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。（
遺
児
の
参
加
費
か
ら
で
は

な
く
旅
費
の
３
分
の
１
が
補
助
）

　
な
お
、
同
事
業
は
令
和
７
年
度

を
も
っ
て
終
了
と
な
り
、　
最
後
の

実
施
と
な
る
こ
と
か
ら
是
非
こ
の
機

会
に
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
参
加
者
の
高
齢
化
を
考
慮
し

看
護
師
が
同
行
い
た
し
ま
す
。

　
日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族

群
馬
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
す

公
証
相
談

人
権
相
談

P
E
T
ボ
ト
ル
ベ
ー
ル
検
査
の

結
果
に
つ
い
て

富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
休
止
日
の

お
知
ら
せ

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

紹
介
や
現
在
、仕
事
に
就
き
な
が
ら
ぐ

ん
ま
難
病
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
に
ご
登
壇
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
和
太
鼓
演
奏

　
富
岡
特
別
支
援
学
校

●
入
場
料
　
無
料

●
申
込
み
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
参
加
の
方
は
11
月
14
日（
金
）ま

で
に
下
仁
田
町
福
祉
課
福
祉
係
☎
64

―
8
8
0
3（
直
通
）へ
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、富
岡

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。土
日
祝
日
は
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
相
談
が
可
能

で
す
が
、11
月
３
日
、11
月
８
日
は
相

談
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。こ
の
２
日

間
は
相
談
を
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、別
の
日
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　「
お
か
し
い
な
」「
心
配
だ
な
」怪
し

い
と
思
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

富
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
平
日
）

☎
63
―
６
０
６
６

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
土
日
祝
）

☎
０
３
―
３
４
４
６
―
１
６
２
３

お知らせ版お知らせ版
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版

ID ｢ @znt3015i ｣

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員
募
集

行
政
相
談・心
配
ご
と
相
談

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人
（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



ID ｢ @znt3015i ｣

●試験区分
警察官Ｂ（男・女）
第２回警察官A（男・女）
●受験資格
平成４年４月２日～平成２０年４月１日までに
生まれた人（大学卒業以外）
平成４年４月２日以降に生まれた人で
大学を卒業した人
（卒業見込みを含む）
●受付期間
７月１１日（金）から８月１２日（火）までの間
●試験日
第一次試験日
９月２１日（日）
●最終合格発表
１２月１２日（金）
●採用予定日
令和８年４月１日

有害鳥獣有害鳥獣
下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画「今
月の一推し！」１１月は、ヒスイ輝石を含む
枕状溶岩です。ぜひお立ち寄りください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
　１１月のジオの日清掃は、大
桑原の褶曲周辺ので行います。
　清掃終了後はミニジオ講座も
ありますので、ぜひご参加くだ
さい。

●日　時　１１月２０日（木）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　大桑原の褶曲
●持ち物　軍手、長靴など
　　　　　作業しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

　下仁田の生物と無形文化に焦点をあてた「下仁田の魅力探しフォーラム」。今年度は「下仁田音頭」「川魚」「森
林セラピーの実践」についてそれぞれ話題提供いただきました。
　多くの方にご参加いただき、まだまだ知らなかった町の魅力を掘り下げることができました。話題提供いただ
いた皆様ありがとうございました。

下仁田の魅力探しフォーラム2025実施しました下仁田の魅力探しフォーラム2025実施しました

　今年は４年に一度、ジオパークの再認定審査の年です。１１月１４ 日から１６ 日に掛けて、二人の調査員によ
り下仁田ジオパークの活動がユネスコ ガイドラインに沿っているかどうかという観点で現地調査が行われます。
　これまでの下仁田町がジオパーク活動してきたものをしっかり評価していただけるように準備を進めています。

ジオパークの再認定審査現地調査が行われますジオパークの再認定審査現地調査が行われます

第一回「下仁田音頭について」
○話題提供：裕仁会
高橋 敏博 氏　

第二回「川魚について」
○話題提供：西上州漁業組合 副組合長
今井 重雄 氏

第三回「まちなかで森林浴」
○話題提供：環境省 森林セラピスト
中村 成孝 氏　　
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得
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た
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き
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仁
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狩
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を
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な
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方
）
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許
取
得
に
係
る
費
用
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て
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制
度
を
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用
で
き
ま
す
。

●
仮
申
込
み
受
付

令
和
７
年
11
月
28
日（
金
）か
ら

12
月
５
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

●
申
込
み
方
法

①
電
話・問
い
合
わ
せ
先
ま
で

②
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

申
込
フ
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ー
ム
か
ら

●
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他

　
試
験
は「
わ
な
猟
免
許
」の
み
実

施
と
な
り
ま
す
。

　
試
験
当
日
に
受
験
者
を
対
象
と

し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
群
馬
県
H
P
で
も
ご
確

認
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だ
け
ま
す
。
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狩
猟
免
許
試
験
の
申
込
み
受
付
が

は
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ま
り
ま
す
！

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
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軽
減
を

図
る
た
め
、町
で
は
以
下
の
補
助
事

業
を
お
こ
な
って
い
ま
す
。

　
被
害
に
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
電
気
柵
や
進
入
防
止
ネ
ッ
ト
等

の
設
置
に
か
か
る
経
費
の一部
を
補

助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
し
、町
内
で
被
害

防
除
を
す
る
方
、又
は
団
体

●
補
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率

防
除
に
要
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た
経
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５
以
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ヤ
マ
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ル
を
駆
除
す
る
薬
剤（
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を
除
く
）の
購
入
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用
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を
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ま
す
。
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者
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に
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を
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の
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が
な
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方
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２
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係
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０
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鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

　町では、有害鳥獣捕獲の担
い手を確保するため、狩猟免
許または銃砲（猟銃）の所持許
可等の取得にかかる経費の一
部を補助しています。
●補助対象者
・町内に住所を有し、新たに狩
猟免許を取得した方

・下仁田猟友会に所属し、町
有害鳥獣捕獲業務に従事し
ていただける方
●補助対象経費
　狩猟免許取得費、銃砲等所
持費、銃砲等購入費
※詳細についてはお問い合わ
せください。
●問い合わせ先
下仁田町農林課農業係
☎64―8806

狩猟免許取得等
補助金について

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

事
業
補
助
金

ヤ
マ
ビ
ル
駆
除
剤

購
入
費
補
助
金
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☎７０-３０７０　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
30
分

●
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
先　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

下仁田町自然史館収蔵品
「今月の一推し♥」

　下仁田町自然史館の収蔵庫に眠っている
様々な標本を月替わりに蔵出しする企画「今
月の一推し！」１１月は、ヒスイ輝石を含む
枕状溶岩です。ぜひお立ち寄りください。

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」
　１１月のジオの日清掃は、大
桑原の褶曲周辺ので行います。
　清掃終了後はミニジオ講座も
ありますので、ぜひご参加くだ
さい。

●日　時　１１月２０日（木）
　　　　　午前６時３０分から
●集　合　大桑原の褶曲
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　下仁田の生物と無形文化に焦点をあてた「下仁田の魅力探しフォーラム」。今年度は「下仁田音頭」「川魚」「森
林セラピーの実践」についてそれぞれ話題提供いただきました。
　多くの方にご参加いただき、まだまだ知らなかった町の魅力を掘り下げることができました。話題提供いただ
いた皆様ありがとうございました。

下仁田の魅力探しフォーラム2025実施しました下仁田の魅力探しフォーラム2025実施しました

　今年は４年に一度、ジオパークの再認定審査の年です。１１月１４ 日から１６ 日に掛けて、二人の調査員によ
り下仁田ジオパークの活動がユネスコ ガイドラインに沿っているかどうかという観点で現地調査が行われます。
　これまでの下仁田町がジオパーク活動してきたものをしっかり評価していただけるように準備を進めています。

ジオパークの再認定審査現地調査が行われますジオパークの再認定審査現地調査が行われます

第一回「下仁田音頭について」
○話題提供：裕仁会
高橋 敏博 氏　

第二回「川魚について」
○話題提供：西上州漁業組合 副組合長
今井 重雄 氏

第三回「まちなかで森林浴」
○話題提供：環境省 森林セラピスト
中村 成孝 氏　　
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９
月
２９
日
、
大
阪
・
関
西
万
博

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
第
４４
回
全

日
本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手
権

に
お
い
て
下
仁
田
町
か
ら
お
二
方
が

堂
々
の
成
績
で
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
金
賞
　
内
閣
総
理
大
臣
賞

高
橋
　
結 

様
　

○
銀
賞
　
日
本
花
き
卸
売
市
場
協

会
関
西
支
所
支
所
長
賞

重
村
　
歩 

様

第
44
回
全
日
本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手
権

「
E
X
P
O
2
0
2
5
大
阪・関
西
万
博
」全
国
大
会

第
44
回
全
日
本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手
権

「
E
X
P
O
2
0
2
5
大
阪・関
西
万
博
」全
国
大
会

高
橋
結
さ
ん
、
重
村
歩
さ
ん
が
入
賞

高
橋
結
さ
ん
、
重
村
歩
さ
ん
が
入
賞

　
１０
月
１
日
、
上
原
建
設（
株
）（
五

十
嵐
修
代
表
取
締
役
社
長
）様
に
よ

り
、地
域
貢
献
事
業
と
し
て
青
岩
公

園
の
支
障
木
伐
採
、危
険
箇
所
の
除

草
な
ど
の
環
境
整
備
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
社
長
は
出
発
式
で「
地
域

に
育
て
ら
れ
た
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、

作
業
に
当
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

し
、
雨
の
中
、
建
設
土
木
技
術
の
プ

ロ
集
団
に
よ
る
環
境
整
備
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

上
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業
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備
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１
日
「
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繊
維
の
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に
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ゃ
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ュ
ー
給
食

10
月
１
日
「
食
物
繊
維
の
日
」
に

こ
ん
に
ゃ
く
メ
ニ
ュ
ー
給
食

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
と
は
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

な
が
ら
認
知
症
の
啓
発
を
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
、北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
を
繋

ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
ぐ

ん
ま
は
、
全
国
版
の
姉
妹
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
10
月
16
日
〜
18
日
に
行
わ
れ
、下

仁
田
ル
ー
ト
は
10
月
16
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。下
仁
田
町
役
場
で
岩
崎

町
長
の
応
援
を
受
け
て
出
発
し
、
町

内
各
所
を
回
り
富
岡
市
役
所
へ
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。立
ち
寄
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
施
設
の
み
な
さ
ま
、
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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群
馬
県
が
こ
ん
に
ゃ
く
消
費
拡
大

を
推
進
す
る
た
め
県
内
の
小
中
学

校
給
食
に
こ
ん
に
ゃ
く
を
提
供
し
、

子
ど
も
た
ち
に
親
し
ん
で
も
ら
う
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
１０
月
１
日
に
は
、町
長
、教
育
長
、

群
馬
県
西
部
農
政
事
務
所
長
が
下

仁
田
小
学
校
４
年
生
の
ク
ラ
ス
を

訪
れ
、
児
童
と一緒
に「
し
ら
た
き
サ

ラ
ダ
」を
試
食
し
ま
し
た
。

　
９
月
２９
日
か
ら
滋
賀

県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
グ
レ
コ
ロ
ー

マ
ン
レ
ス
リ
ン
グ
（
１
２
６

ｋｇ
級
）
で
富
岡
実
業
高

校
２
年
生
の
佐
藤
太一選

手
（
下
仁
田
）
が
５
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
県
内
高
校
チ
ー
ム
で
入

賞
は
唯一、佐
藤
選
手
の
み

で
す
。 国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

佐
藤
太
一
選
手
（
下
仁
田
）
が
第
５
位
入
賞

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

佐
藤
太
一
選
手
（
下
仁
田
）
が
第
５
位
入
賞

　
10
月
７
日（
火
）体
協
ゴ
ル
フ
部
主
催
に
よ
り

下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
ま
で
の
気
候
が
う
そ
の
よ
う
に
、
少
々
肌

寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
４
組
１４
名
が
参
加
を

し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
７８
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

第
７８
回
町
民
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ル
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準優勝

第３位

ベストグロス

一般の部　優勝
赤岩さん

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
１１

月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。『
急
ぐ
日
も
・
足
止
め
火
を
止

め
・
準
備
よ
し
』
が
令
和
７
年
度

の
全
国
統一防
火
標
語
で
す
。
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、

火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
秋
は
、
空
気
が
乾
燥
し
枯
草
が

増
え
る
時
期
で
あ
り
、
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
の
た
め
入
山
者
が
増
加
し
ま

す
。
ま
た
、
冬
期
は
降
水
量
が
少

な
く
な
り
、
強
風
の
吹
く
こ
と
が

多
く
な
る
た
め
、
林
野
火
災
の
発

生
件
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
今
年
に
入
り
、
全
国
的
に
大
規

模
な
林
野
火
災
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
火
気
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
の
防
火
対
策
と
し
て
、『
い

の
ち
を
守
る
１０
の
ポ
イ
ン
ト
』
を
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
普
段
か
ら
防
火
対
策
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
毎
月
１０
日
は
「
ぐ
ん

ま
住
警
器
の
日
」
で
す
。
月
に一度
、

住
警
器
の
点
検
や
管
理
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

※
い
の
ち
を
守
る
１０
の

ポ
イ
ン
ト

消
防
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

消
防
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

●
内
容
　
消
防
車
両
搭
乗
体
験
や

放
水
訓
練
、
濃
煙
体
験
な
ど
、
消

防
職
員
の
お
仕
事
を
楽
し
く
体
験

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
消
防
職

員
に
よ
る
消
防
演
習
、
廃
ホ
ー
ス
を

使
用
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
物
入
れ

が
作
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
破
損

等
に
よ
り
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
消
防

被
服
を
使
用
し
て
地
元
高
校
生
が

作
成
し
た
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
品
の
配

布
等
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

し
か
手
に
入
ら
な
い
消
防
グ
ッ
ズ
を

手
に
入
れ
よ
う
！
当
日
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
も
出
店
し
ま
す
。
駐
車
場
や

中
止
情
報
等
の
詳
細
は

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
く
だ
さ
い
。
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９
月
２９
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大
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催
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第
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回
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績
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西
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歩 

様

第
44
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全
日
本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手
権

「
E
X
P
O
2
0
2
5
大
阪・関
西
万
博
」全
国
大
会

第
44
回
全
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本
花
卉
装
飾
技
術
選
抜
選
手
権

「
E
X
P
O
2
0
2
5
大
阪・関
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万
博
」全
国
大
会

高
橋
結
さ
ん
、
重
村
歩
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ん
が
入
賞

高
橋
結
さ
ん
、
重
村
歩
さ
ん
が
入
賞

　
１０
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１
日
、
上
原
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設（
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）（
五

十
嵐
修
代
表
取
締
役
社
長
）様
に
よ

り
、地
域
貢
献
事
業
と
し
て
青
岩
公

園
の
支
障
木
伐
採
、危
険
箇
所
の
除
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な
ど
の
環
境
整
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事
業
が
実
施

さ
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ま
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た
。

　
五
十
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。
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に
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に
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ニ
ュ
ー
給
食
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「
食
物
繊
維
の
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に

こ
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給
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身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）
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縄
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ク
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Ｎ
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仁
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岡
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ら
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が
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消
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拡
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を
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進
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た
め
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の
小
中
学
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給
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に
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ゃ
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を
提
供
し
、
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ど
も
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に
親
し
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で
も
ら
う
事

業
が
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れ
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た
。
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に
は
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長
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、
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県
西
部
農
政
事
務
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長
が
下

仁
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学
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４
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生
の
ク
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を
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れ
、
児
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き
サ
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で
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２
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５
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を
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。
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内
高
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選
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の
み

で
す
。 国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

佐
藤
太
一
選
手
（
下
仁
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５
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で
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そ
の
よ
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に
、
少
々
肌
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日
と
な
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が
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が
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意
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を
高
め
、
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の
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を
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し
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ょ
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が
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し
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が
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え
る
時
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で
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り
、
紅
葉
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ズ
ン
の
た
め
入
山
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が
増
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ま

す
。
ま
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、
冬
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は
降
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が
少

な
く
な
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、
強
風
の
吹
く
こ
と
が

多
く
な
る
た
め
、
林
野
火
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の
発

生
件
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
今
年
に
入
り
、
全
国
的
に
大
規

模
な
林
野
火
災
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
火
気
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
の
防
火
対
策
と
し
て
、『
い

の
ち
を
守
る
１０
の
ポ
イ
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ト
』
を
消

防
本
部
の
ホ
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ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
普
段
か
ら
防
火
対
策
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
毎
月
１０
日
は
「
ぐ
ん

ま
住
警
器
の
日
」
で
す
。
月
に一度
、

住
警
器
の
点
検
や
管
理
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
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の
ち
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る
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の
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を
開
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し
ま
す
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バ
ル
を
開
催
し
ま
す
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消
防
車
両
搭
乗
体
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や

放
水
訓
練
、
濃
煙
体
験
な
ど
、
消

防
職
員
の
お
仕
事
を
楽
し
く
体
験

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
消
防
職

員
に
よ
る
消
防
演
習
、
廃
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ー
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を

使
用
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
物
入
れ

が
作
れ
る
ワ
ー
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シ
ョッ
プ
、
破
損

等
に
よ
り
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
消
防

被
服
を
使
用
し
て
地
元
高
校
生
が

作
成
し
た
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
品
の
配

布
等
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

し
か
手
に
入
ら
な
い
消
防
グ
ッ
ズ
を

手
に
入
れ
よ
う
！
当
日
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
も
出
店
し
ま
す
。
駐
車
場
や

中
止
情
報
等
の
詳
細
は

二
次
元
コ
ー
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を
読
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く
だ
さ
い
。
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健康健康

～認知症になっても誰もが安心して暮らせる町を目指して～

～地域の皆様へのご協力のお願い～

徘徊高齢者等事前登録制度 認知症相談窓口

　認知症になっても住み慣れた地域で暮らせるよう、ご家族や友人など周りの方に「見守りシール」
についてお話いただき、周知にご協力をお願いします。1人でも多くの方に知ってもらうことが地域
での見守りや早期発見につながります。

　認知症の人は、何か目的があって外出したものの、自分が今いる場所がわからなくなり、行方不明
になってしまうことがあります。
　下仁田町ではこうした時に備える様々な事業を実施しています。

　認知症等により行方不明になることが心配される方の衣類やカ
バンなどに貼り付ける見守りシールを交付します。発見者が携帯
電話等でQRコードを読みとると、インターネット上で掲示版が
表示され、家族などと居場所や安否の連絡をやりとりすることが
できます。このシステムでは本人や発見者等の個人情報を開示す
ることはありません。

『ほっとカフェ』を開催します
　ほっとカフェは、物忘れが心配な方、そのご家族、認知症に関心がある方などどなたでも参加でき
る集いの場です。今回は認知症専門看護師さんのミニ講座・相談、美味しいハンドドリップコーヒー
を提供します。こころ安らぐひと時を過ごしましょう！

　高齢者等が認知症などによって徘徊が
あった場合に、早期発見・保護ができるよ
うに、富岡警察署と連携しています。
　顔写真・身体特徴・緊急連絡先等を事前
登録し、警察署にも情報提供を行い、緊急
時に適切な対応ができるようにします。　
　メールシステムの活用で、早期に多くの
協力者へ情報発信により早期発見につなが
ります。
　徘徊が心配されるご家族は、ご利用くだ
さい。

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けら
れるように、認知症、介護や福祉、医療の
ことなどさまざまな相談を受けています。
お困りごと等ありましたら、お気軽にご相
談ください。

福祉課包括支援係
（地域包括支援センター）

☎64－8804（直通）

●申し込み・問い合わせ先
　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

●日　時　令和７年１２月１０日（水）　午後１時３０分～３時
●場　所　公民館　大会議室
●内　容　①ミニ講座『認知症・もの忘れについて』～認知症の方の視点で考える～
　　　　　　下仁田厚生病院 認知症看護認定看護師　矢野孝之氏
　　　　　②ミニ講座『自宅でも簡単においしいコーヒーを入れられる方法』
　　　　　　大月珈琲下仁田焙煎所　大槻伸一氏　相川真理奈氏
　　　　　③交流会、情報交換、個別相談　
●参加費　100円(飲食代）
●定　員　20名
●シニア健康ポイントの対象活動です。
　※準備の都合のため、１２月４日（木）までにお申し込みください。
　　個別相談希望がある方、コーヒーが苦手な方は事前にお知らせください。
●申し込み・問い合わせ先
　福祉課包括支援係（地域包括支援センター）　☎64－8804（直通）

本格的ない
れたて

コーヒーを

楽しみまし
ょう！

「あんしん見守りシール」「あんしん見守りシール」

■   見守りシール交付について

■   見守りシールの利用方法

耐洗ラベル
（アイロンで貼り付けられるもの）

スマートフォンを持っている場合スマートフォンを持っている場合 スマートフォンを
持っていない場合や
QRコードの読み取りが
うまくいかない場合

スマートフォンを
持っていない場合や
QRコードの読み取りが
うまくいかない場合

蓄光シール
（アイロン不可のもの）

登録して衣類や靴、杖などの持ち物に貼ります。

このシールに気づいてください。
あなたの見守りが必要な方です

▲しもにた見守りシール

○対　　　　象　認知症等により行方不明になることが心配される町内在住の方(在宅者）　　
○交付するもの　二次元コード付見守りシール　1セット40枚（耐洗ラベル30枚、畜光シール10枚）
○費　　　　用　無料　　※シールの追加を希望される場合は自己負担となります。　　　　　　　　　　　　
○申 込 方 法　ご家族等が包括支援係へお申込ください。

■   シールを身につけている方が道に迷っていたら
「どうしましたか？」「何かお困りですか？」とゆっくり声を掛けてください。
そして次の方法で無事に帰れるようにお手伝いしてください。　

交付事業が
スタートします！

シールに記載されてい
る登録番号を警察や町
にご連絡ください。

洋服等に専用の
QRコードラベルを
貼付けておく

洋服等に専用の
QRコードラベルを
貼付けておく

この画面は保護者と
発見者のみが

見ることができます

この画面は保護者と
発見者のみが

見ることができます 素早く連絡が取れる！素早く連絡が取れる！
24時間365日24時間365日

シールのQRコードを読み取り、チャット形式で保護者と連絡を
取り合うことができます。

25 24下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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あなたの見守りが必要な方です
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○対　　　　象　認知症等により行方不明になることが心配される町内在住の方(在宅者）　　
○交付するもの　二次元コード付見守りシール　1セット40枚（耐洗ラベル30枚、畜光シール10枚）
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○申 込 方 法　ご家族等が包括支援係へお申込ください。
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そして次の方法で無事に帰れるようにお手伝いしてください。　
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スタートします！
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健康健康

リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
の
活
用
を

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
と
は
、
同
じ
処

方
せ
ん
で
最
大
3
回
ま
で
繰
り
返
し

使
用
で
き
る
処
方
せ
ん
の
こ
と
で
す
。

病
状
が
安
定
し
て
い
る
な
ど
で
医
師

が
認
め
た
場
合
、
処
方
せ
ん
の
「
リ

フ
ィ
ル
可
」
の
欄
に
チ
ェッ
ク
が
入
り
、

使
用
で
き
る
回
数
（
２
回
か
３
回
）が

記
載
さ
れ
ま
す
。使
用
で
き
る
回
数
の

間
は
、医
師
の
診
察
を
受
け
な
く
て
も

薬
局
で
薬
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
医
療
機
関
に
行
く
必
要
が

な
く
受
診
の
負
担
軽
減
に
な
り
、
医

療
費
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
注
意
点
】

①
リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
が
使
用
で
き
な

い
薬
が
あ
り
ま
す
。

②
医
師
が
処
方
せ
ん
の「
リ
フ
ィ
ル
可
」

の
欄
に
チ
ェッ
ク
を
入
れ
な
か
っ
た
場

合
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

③
受
け
取
り
期
間
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、期
間
内
で
な
け
れ
ば
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー（
バ
イ
オ
後
続
品
）を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
（
バ
イ
オ
後
続

品
）は
、
国
内
で
既
に
承
認
・
販
売
さ

れ
て
い
る
バ
イ
オ
医
薬
品
（
先
行
バ
イ

オ
医
薬
品
）
の
特
許
期
間
・
再
審
査

期
間
満
了
後
に
、異
な
る
メ
ー
カ
ー
か

ら
販
売
さ
れ
る
、先
行
バ
イ
オ
医
薬
品

と
同
等
/
同
質
の
製
品
で
す
。

※「
バ
イ
オ
医
薬
品
」
と
は
、
遺
伝
子

組
み
換
え
技
術
や
細
胞
培
養
技
術
を

応
用
し
て
生
産
す
る
タ
ン
パ
ク
質
由

来
の
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。が
ん
や
糖

尿
病
・
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
、多
く
の

医
薬
品
が
該
当
し
ま
す
。

●
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

①
患
者
や
家
族
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
繋
が
り
ま
す
。バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー

は
原
則
と
し
て
、
特
許
が
切
れ
た
バ
イ

オ
医
薬
品
の
70
%
の
値
段
に
な
り
ま

す
。

②
今
ま
で
は
治
療
が
難
し
か
っ
た
病

気
への
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

第
61
回
ダ
イ
ア
ベ
テ
ィ
ス
ウ
ィ
ー
ク

　
　（
全
国
糖
尿
病
週
間
）

テ
ー
マ
：
み
ん
な
で
正
し
く
理
解
し
よ
う『
ダ
イ
ア
ベ
テ
ィ
ス
』

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
（
11
月
14

日
）
を
含
む
11
月
9
日
（
日
）
〜

15
日
（
土
）
は
ダ
イ
ア
ベ
テ
ィ
ス

ウ
ィ
ー
ク
（
全
国
糖
尿
病
週
間
）

で
、
全
国
で
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
は
「
青
い
丸
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
「
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
」
が

用
い
ら
れ
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の

「
青
」
で
建
物
や
観
光
地
が
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

や
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
の
た
め

に
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

で
す
が
、
医
療
機
関
や
健
診
で
糖
尿

病
と
い
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
の
中

で
、
「
治
療
を
受
け
て
い
な
い
」
人

の
割
合
は
、
特
に
男
性
の
40
〜
49
歳

の
働
き
盛
り
世
代
で
最
も
高
く
、
約

5
割
が
未
受
診
ま
た
は
治
療
中
断

と
い
う
状
況
で
す
。
糖
尿
病
に
は
痛

み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
疑
い
が
あ
り
な
が
ら
そ
の
ま

ま
治
療
を
受
け
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
る
こ
と
が
、
そ
の
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
糖
尿
病
を
放
置
す
る
と
数

年
後
に
は
糖
尿
病
性
網
膜
症
（
途
中

失
明
の
原
因
の
第
1
位
）
、
糖
尿
病

性
腎
症
（
血
液
透
析
に
至
る
原
因
の

第
1
位
）
、
足
の
壊
疽
な
ど
の
合
併

症
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　
健
診
で
「
要
精
密
検
査
」
「
要

治
療
」
と
判
定
さ
れ
た
方
は
必
ず

受
診
し
、
体
の
状
態
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
必
要
な
治

療
を
受
け
る
と
と
も
に
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
食
事
や
運
動
な
ど

を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。
「
要
注
意

」
と
判
定
さ
れ
た
方
も
生
活
習
慣

の
改
善
は
必
要
で
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
過
不
足
の
な
い
食
事
、
適

度
な
運
動
、
歯
周
病
の
治
療
、
禁

煙
な
ど
が
予
防
方
法
で
す
。
も

し
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
も
、

血
糖
値
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
れ

ば
健
康
な
生
活
が
送
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

11
月・12
月
の

「
シ
ニ
ア
の
居
場
所
」

●
場
所
　ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

（
大
字
下
仁
田
３
２
７
番
地
）

●
期
日
　11
月
25
日（
火
）・

12
月
９
日（
火
）

●
時
間
　午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
対
象
者

町
民
な
ら
ど
な
た
で
も
・
定
員
20
名

●
内
容
　茶
話
会 

他

●
参
加
方
法
　申
込
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

５
０
０
円（
お
茶
代
他
）

●
問
い
合
わ
せ
先

ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

☎
67
―
７
２
２
５

●
特
典
　シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト

の
対
象
活
動
で
す
。65
歳
未
満
の
方

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。た
だ
し
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。　

参
加
者
募
集

ミ
ニ
健
康
教
室『
脂
質
異
常
症
』

●
日
時
　
12
月
15
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
　
午
後
１
時
15
分
）

●
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容

保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
、
疾
病
予

防
や
生
活
改
善
に
つ
い
て
の
話

●
対
象
者

①
特
定
健
診
の
結
果
で
脂
質
の
項

目
が
高
値
だ
っ
た
方

②
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
20
名

●
費
用
　
無
料

●
申
込
先
　
保
健
課
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
N
P
O
法
人 

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
リ

デ
ー
シ
ョン
フ
ァ
ン
ド
様
か
ら
、
本
町

の
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
普
及
啓
発
の

た
め
に
と
金
5
万
円
を
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ン
ド
様
は
、
健
康
格
差
解
消
に

よ
る
健
康
社
会
の
推
進
の一つ
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
む

し
歯
予
防
方
法
で
あ
る
水
道
水
フ
ロ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
国
内
に
普
及

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
健
、
医

療
又
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和 

4 

年
か
ら
毎
年
ご
寄
附

を
い
た
だ
い
て
お
り
、保
健
セ
ン
タ
ー

ご
寄
附
の
紹
介

内
の
水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
装
置
の
運
用
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

フロリデーションモデル装置フロリデーションモデル装置

保健センター 1階に設置されている
ウォーターフロリデーション
体験用冷水器

保健センター 1階に設置されている
ウォーターフロリデーション
体験用冷水器
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健康健康

リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
の
活
用
を

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
と
は
、
同
じ
処

方
せ
ん
で
最
大
3
回
ま
で
繰
り
返
し

使
用
で
き
る
処
方
せ
ん
の
こ
と
で
す
。

病
状
が
安
定
し
て
い
る
な
ど
で
医
師

が
認
め
た
場
合
、
処
方
せ
ん
の
「
リ

フ
ィ
ル
可
」
の
欄
に
チ
ェッ
ク
が
入
り
、

使
用
で
き
る
回
数
（
２
回
か
３
回
）が

記
載
さ
れ
ま
す
。使
用
で
き
る
回
数
の

間
は
、医
師
の
診
察
を
受
け
な
く
て
も

薬
局
で
薬
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
医
療
機
関
に
行
く
必
要
が

な
く
受
診
の
負
担
軽
減
に
な
り
、
医

療
費
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
注
意
点
】

①
リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
が
使
用
で
き
な

い
薬
が
あ
り
ま
す
。

②
医
師
が
処
方
せ
ん
の「
リ
フ
ィ
ル
可
」

の
欄
に
チ
ェッ
ク
を
入
れ
な
か
っ
た
場

合
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

③
受
け
取
り
期
間
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、期
間
内
で
な
け
れ
ば
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー（
バ
イ
オ
後
続
品
）を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
（
バ
イ
オ
後
続

品
）は
、
国
内
で
既
に
承
認
・
販
売
さ

れ
て
い
る
バ
イ
オ
医
薬
品
（
先
行
バ
イ

オ
医
薬
品
）
の
特
許
期
間
・
再
審
査

期
間
満
了
後
に
、異
な
る
メ
ー
カ
ー
か

ら
販
売
さ
れ
る
、先
行
バ
イ
オ
医
薬
品

と
同
等
/
同
質
の
製
品
で
す
。

※「
バ
イ
オ
医
薬
品
」
と
は
、
遺
伝
子

組
み
換
え
技
術
や
細
胞
培
養
技
術
を

応
用
し
て
生
産
す
る
タ
ン
パ
ク
質
由

来
の
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。が
ん
や
糖

尿
病
・
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
、多
く
の

医
薬
品
が
該
当
し
ま
す
。

●
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

①
患
者
や
家
族
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
繋
が
り
ま
す
。バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー

は
原
則
と
し
て
、
特
許
が
切
れ
た
バ
イ

オ
医
薬
品
の
70
%
の
値
段
に
な
り
ま

す
。

②
今
ま
で
は
治
療
が
難
し
か
っ
た
病

気
への
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

第
61
回
ダ
イ
ア
ベ
テ
ィ
ス
ウ
ィ
ー
ク

　
　（
全
国
糖
尿
病
週
間
）

テ
ー
マ
：
み
ん
な
で
正
し
く
理
解
し
よ
う『
ダ
イ
ア
ベ
テ
ィ
ス
』

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
（
11
月
14

日
）
を
含
む
11
月
9
日
（
日
）
〜

15
日
（
土
）
は
ダ
イ
ア
ベ
テ
ィ
ス

ウ
ィ
ー
ク
（
全
国
糖
尿
病
週
間
）

で
、
全
国
で
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
は
「
青
い
丸
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
「
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
」
が

用
い
ら
れ
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の

「
青
」
で
建
物
や
観
光
地
が
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

や
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
の
た
め

に
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

で
す
が
、
医
療
機
関
や
健
診
で
糖
尿

病
と
い
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
の
中

で
、
「
治
療
を
受
け
て
い
な
い
」
人

の
割
合
は
、
特
に
男
性
の
40
〜
49
歳

の
働
き
盛
り
世
代
で
最
も
高
く
、
約

5
割
が
未
受
診
ま
た
は
治
療
中
断

と
い
う
状
況
で
す
。
糖
尿
病
に
は
痛

み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
疑
い
が
あ
り
な
が
ら
そ
の
ま

ま
治
療
を
受
け
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
る
こ
と
が
、
そ
の
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
糖
尿
病
を
放
置
す
る
と
数

年
後
に
は
糖
尿
病
性
網
膜
症
（
途
中

失
明
の
原
因
の
第
1
位
）
、
糖
尿
病

性
腎
症
（
血
液
透
析
に
至
る
原
因
の

第
1
位
）
、
足
の
壊
疽
な
ど
の
合
併

症
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　
健
診
で
「
要
精
密
検
査
」
「
要

治
療
」
と
判
定
さ
れ
た
方
は
必
ず

受
診
し
、
体
の
状
態
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
必
要
な
治

療
を
受
け
る
と
と
も
に
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
食
事
や
運
動
な
ど

を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。
「
要
注
意

」
と
判
定
さ
れ
た
方
も
生
活
習
慣

の
改
善
は
必
要
で
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
過
不
足
の
な
い
食
事
、
適

度
な
運
動
、
歯
周
病
の
治
療
、
禁

煙
な
ど
が
予
防
方
法
で
す
。
も

し
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
も
、

血
糖
値
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
れ

ば
健
康
な
生
活
が
送
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

11
月・12
月
の

「
シ
ニ
ア
の
居
場
所
」

●
場
所
　ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

（
大
字
下
仁
田
３
２
７
番
地
）

●
期
日
　11
月
25
日（
火
）・

12
月
９
日（
火
）

●
時
間
　午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
対
象
者

町
民
な
ら
ど
な
た
で
も
・
定
員
20
名

●
内
容
　茶
話
会 

他

●
参
加
方
法
　申
込
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

５
０
０
円（
お
茶
代
他
）

●
問
い
合
わ
せ
先

ピ
ザ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

☎
67
―
７
２
２
５

●
特
典
　シ
ニ
ア
健
康
ポ
イ
ン
ト

の
対
象
活
動
で
す
。65
歳
未
満
の
方

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。た
だ
し
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。　

参
加
者
募
集

ミ
ニ
健
康
教
室『
脂
質
異
常
症
』

●
日
時
　
12
月
15
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
　
午
後
１
時
15
分
）

●
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容

保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
、
疾
病
予

防
や
生
活
改
善
に
つ
い
て
の
話

●
対
象
者

①
特
定
健
診
の
結
果
で
脂
質
の
項

目
が
高
値
だ
っ
た
方

②
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
20
名

●
費
用
　
無
料

●
申
込
先
　
保
健
課
保
健
予
防
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

　
N
P
O
法
人 

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
リ

デ
ー
シ
ョン
フ
ァ
ン
ド
様
か
ら
、
本
町

の
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
普
及
啓
発
の

た
め
に
と
金
5
万
円
を
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ン
ド
様
は
、
健
康
格
差
解
消
に

よ
る
健
康
社
会
の
推
進
の一つ
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
む

し
歯
予
防
方
法
で
あ
る
水
道
水
フ
ロ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
国
内
に
普
及

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
健
、
医

療
又
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和 

4 

年
か
ら
毎
年
ご
寄
附

を
い
た
だ
い
て
お
り
、保
健
セ
ン
タ
ー

ご
寄
附
の
紹
介

内
の
水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
装
置
の
運
用
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

フロリデーションモデル装置フロリデーションモデル装置

保健センター 1階に設置されている
ウォーターフロリデーション
体験用冷水器

保健センター 1階に設置されている
ウォーターフロリデーション
体験用冷水器
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年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健予防係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆11月16日（日）菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／爪の周りが化膿したら　   火／親知らずは抜くべきか
水／高血圧の対策 　　　　　 木／女性の基礎体温について
金／漢方の出番　　　　　　　土日／乳幼児期の親との食器の共用とむし歯
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆5日（水）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 11月☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（1１月～1２月）」

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

11月6日（木）
12月4日（木）

12月12日（金）

予約締切日
12月10日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします11月２8日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和7年7月～8月生まれ

令和7年4月～5月生まれ

令和7年1月～2月生まれ

令和6年9月～10月生まれ

令和6年3月～4月生まれ

令和5年9月～10月生まれ

令和5年3月～4月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

11月11日（火）

11月4日（火）
18日（火）
25日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

　広報5月号にてお知らせした胃カメラ検診の受診期限は11月です。
　受診には保健センターへの申込が必要です。申込の期限は11月11日（火）までです。
●対象者　令和8年３月31日現在50歳以上で、令和6・7年度に町の胃がん検診
　　　　　（胃バリウム検診、胃カメラ検診）を受診していない方
●問い合わせ先　保健課保健推進係　☎82-5490（保健センター内）

胃カメラ検診は11月で終了します

特定健診・各種がん検診等のお知らせ
　特定健診、後期高齢者健診、若年者健診、結核・肺がん検診、大腸がん検診・胃バリウム検診・乳
がん検診・子宮頸がん検診等の予約を随時受付中です。まだ健(検)診を受診されていない方は、ぜひこ
の機会に保健センターへご予約をお願いいたします。
※感染症法により65歳以上の方は、年１回は胸部レントゲン撮影を受診しなければなりません。

●予約・問い合わせ先
　電話：保健課保健推進係（保険センター内）☎82-5490

●日程　全日程・全地区の方が対象ですので、都合が良い日程で予約してください。
　　　　受付時間は15分ごとの予約制です。予約した受付時間内に会場へお越しください。

予約専用フォーム
携帯のQRコードで
読み取ってください

期　　日 会　　場

西牧防災研修施設
保健センター

保健センター

11月4日（火）
11月29日（土）

12月7日（日）

時　　間

午後1時30分～2時30分
午後1時30分～3時
午前7時30分～10時
午後1時～3時

乳がん
子宮頸がん

胃がん
（バリウム）

特定健診等
大腸・胸部レントゲン

〇
〇
－
〇

－
－
〇
－

－
－
〇
－

●受診料

※乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポン配布者は無料で受診できます。
※国保・後期人間ドックや個別健(検)診との重複受診はできませんのでご注意ください。
※詳しくは町ホームページや各健(検)診のご案内をご覧ください。
各健(検)診のご案内が必要な方は保健センターへご連絡ください。

特定健診
後期高齢者健診

若年者健診
64歳以下
65歳以上

500円
1,000円

500円
無 料500円

無 料

無 料

大腸がん検診
乳がん検診
子宮頸がん検診

胃バリウム検診 40～49歳
50～74歳

結核・肺がん検診
(胸部レントゲン撮影)

29 28下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた



年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相
談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフ
が応対します。
●受付内容
健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相
談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ先
　保健課保健予防係　☎82－5490

●診察日　日曜日、祝日
●診療場所　休日診療所
　　　　　　（公立富岡総合病院隣）
　　　　　　富岡２０３７番地１
●問い合わせ先　☎64－1939
※詳細はお問い合わせください。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

緊急時にご利用ください。
●休日診療実施日　日曜、祝祭日、年末年始
●診察時間　午前９時～正午
●診療場所　富岡甘楽歯科医師会　口腔保健センター診療所
　　　　　　富岡市七日市640番地1
　　　　　　（公立七日市病院隣）
●問い合わせ先　☎62－1706

歯科休日診療所 富岡甘楽歯科医師会健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆11月16日（日）菊池　修　先生（もみの木こどもクリニック）
●診療時間　午前９時～正午
●診療場所　公立富岡総合病院　救急室
●問い合わせ先　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
約３分間の健康講話が聞けます
月／爪の周りが化膿したら　   火／親知らずは抜くべきか
水／高血圧の対策 　　　　　 木／女性の基礎体温について
金／漢方の出番　　　　　　　土日／乳幼児期の親との食器の共用とむし歯
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
※トラブル防止のため、氏名・連絡先を伺います。
◆5日（水）　歯科　午後７時３０分～８時３０分
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ先　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 11月☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（1１月～1２月）」

富岡保健福祉事務所　11月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

11月6日（木）
12月4日（木）

12月12日（金）

予約締切日
12月10日（水）

月～金曜日

受付時間は通知で
お知らせします11月２8日（金）

午後１時３０分～
　　３時３０分 全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、
歯科相談、家族計画・授乳・
育児相談、健康相談、離乳
食相談と試食

問診、計測、小児科診察、
歯科健診、歯科相談・希望
者にフッ素塗布、栄養相談
と手作りおやつの試食、健
康相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など
母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

令和7年7月～8月生まれ

令和7年4月～5月生まれ

令和7年1月～2月生まれ

令和6年9月～10月生まれ

令和6年3月～4月生まれ

令和5年9月～10月生まれ

令和5年3月～4月生まれ

令和4年9月～10月生まれ

令和4年3月～4月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてくだ
さい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気を
もつ本人又はその家族など

エイズ
性感染症検査

こころの
健康相談

日にち 時間 検査内容 申込先担当

11月11日（火）

11月4日（火）
18日（火）
25日（火）

午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査・うがい液検査（クラミジア、淋
菌）＊無料・匿名で受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談※無料で受けられます。

午後１時～２時
（予約制）

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で相
談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか迷っ
た時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ先　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

　広報5月号にてお知らせした胃カメラ検診の受診期限は11月です。
　受診には保健センターへの申込が必要です。申込の期限は11月11日（火）までです。
●対象者　令和8年３月31日現在50歳以上で、令和6・7年度に町の胃がん検診
　　　　　（胃バリウム検診、胃カメラ検診）を受診していない方
●問い合わせ先　保健課保健推進係　☎82-5490（保健センター内）

胃カメラ検診は11月で終了します

特定健診・各種がん検診等のお知らせ
　特定健診、後期高齢者健診、若年者健診、結核・肺がん検診、大腸がん検診・胃バリウム検診・乳
がん検診・子宮頸がん検診等の予約を随時受付中です。まだ健(検)診を受診されていない方は、ぜひこ
の機会に保健センターへご予約をお願いいたします。
※感染症法により65歳以上の方は、年１回は胸部レントゲン撮影を受診しなければなりません。

●予約・問い合わせ先
　電話：保健課保健推進係（保険センター内）☎82-5490

●日程　全日程・全地区の方が対象ですので、都合が良い日程で予約してください。
　　　　受付時間は15分ごとの予約制です。予約した受付時間内に会場へお越しください。

予約専用フォーム
携帯のQRコードで
読み取ってください

期　　日 会　　場

西牧防災研修施設
保健センター

保健センター

11月4日（火）
11月29日（土）

12月7日（日）

時　　間

午後1時30分～2時30分
午後1時30分～3時
午前7時30分～10時
午後1時～3時

乳がん
子宮頸がん

胃がん
（バリウム）

特定健診等
大腸・胸部レントゲン

〇
〇
－
〇

－
－
〇
－

－
－
〇
－

●受診料

※乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポン配布者は無料で受診できます。
※国保・後期人間ドックや個別健(検)診との重複受診はできませんのでご注意ください。
※詳しくは町ホームページや各健(検)診のご案内をご覧ください。
各健(検)診のご案内が必要な方は保健センターへご連絡ください。

特定健診
後期高齢者健診

若年者健診
64歳以下
65歳以上

500円
1,000円

500円
無 料500円

無 料

無 料

大腸がん検診
乳がん検診
子宮頸がん検診

胃バリウム検診 40～49歳
50～74歳

結核・肺がん検診
(胸部レントゲン撮影)

29 28下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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有
料
広
告

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（道　代）
（秀　之）
（　修　）
（てる子）
（克　美）
（正　夫）
（栄　司）
（　護　）
（眞　一）

大桑原
下青倉
下小坂
南野牧
仲　町
栗　山
上青倉
西野牧
下　町　

浅川　吉男
高橋　寛之
里見　クニ
廣澤　幸男
加藤　綾子
田村　光江
茂木しづ江
髙橋　 本
赤岩　しげ

月
11

の
納
税

未
納
の
税
金
が
あ
り
ま
し
た
ら

土
日
祝
祭
日
も
役
場
で
納
税
が

で
き
ま
す
。

日
直
者
が
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
ま
で
対
応
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納

付
で
き
ま
す
。

※
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
付
書
は
、ｅ
Ｌ
-Ｑ
Ｒ

対
応
金
融
機
関
及
び
各
種
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
で
納
付
で
き
ま
す
。納

付
方
法
は
地
方
税
共
同
機
構
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０
日（
月
）・
20
日（
木
）・
27
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等

に
よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。請

求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
水
）・
18
日（
木
）・
25
日

（
木
）の
予
定
で
す
。

固
定
資
産
税
４
期・

国
民
健
康
保
険
税
５
期・

介
護
保
険
料
５
期・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
５
期

納
期
限
は
12
月
１
日（
月
）で
す

11
月
の
支
払
日

12
月
の
支
払
日

9月届出分〈敬称略・順不同〉

大
阪
・
関
西
万
博
展
示
ア
ー
ト
作
品

『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』

〜
未
来
の
所
有
者
と
し
て
下
仁
田
町
が
選
定
〜

大
阪
・
関
西
万
博
展
示
ア
ー
ト
作
品

『
問
い
か
け
ら
れ
る
ネ
ギ
』

〜
未
来
の
所
有
者
と
し
て
下
仁
田
町
が
選
定
〜

人口
　男
　女
世帯

（　12）
（　 3）
（　 9）
（　 1）

ー

ー

ー

ー
（　）内は前月比

5,941人
2,938人
3,003人
3,050世帯

転入   15人/  出生 0人
転出   15人/  死亡 12人

（10月1日現在）

（9月中）

月
人と町を結ぶ情報紙

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

- 広報しもにた -
shimonita

No 835

11
Oct.
2025

㈲カネミ・さいとう㈲カネミ・さいとう ■営/8：00～18：00　休/日曜日■営/8：00～18：00　休/日曜日

～毎日 新鮮野菜 四季の果物～
お電話での注文承ります。
～毎日 新鮮野菜 四季の果物～
お電話での注文承ります。
下仁田ネギの販売を
11/22㊏以降を予定しています！
・贈答用は一箱2，000円～
・自宅用は2kgで800円～
・贈答用は蒟蒻なども梱包して
　送る事ができます（要相談）

下仁田町商業協同組合

TEL 0274-82-3258　FAX 0274-82-6366


